


　本レポートは、ステークホルダーの皆様に、

日清製粉グループの社会的責任に対する姿勢や

取り組みをわかりやすくかつ誠実にお伝えする

ことを目的に発行しています。本年度は、社会

から関心が高く、当社グループにとっても重要

度が高い5つの主要課題に対する取り組みを紹
介するよう努めています。また、特集では、現

代社会における食の課題を踏まえ、「健康で豊か

な生活づくりに貢献する」を企業理念に掲げる

当社グループが果たすべき役割について、有識

者の方々と議論した内容を報告しています。さ

らに、社会性報告および環境報告では、PDCA
（計画、実施、監視、改善）報告に努めることによっ

て、取り組みの進捗状況をお伝えしています。

お読みいただくにあたって

対象期間
2008年度（2008年4月1日～2009年3月31日）の事象
について報告しています。

対象組織
原則として（株）日清製粉グループ本社および子会社47社
（2009年3月末現在）を対象にしています。グループ全体
の情報を十分に把握できていない事象については、報告の
都度、対象組織を明示しています。
なお環境報告（p41-52）の対象範囲は、（株）日清製粉グ
ループ本社および連結子会社合計40社となっています。

報告範囲

新経営計画について
2009年度から2011年3月までの2ヵ年を対象にした新経
営計画「日清製粉グループ行動計画 GO,2010」を策定し、
その目標達成に向けて取り組みを開始しました。

設備の新設等
日清製粉（株）東灘工場（兵庫県神戸市）の新ラインが竣工
し、2008年9月より、デュラム小麦専用ラインのDミルと、
ソフト小麦専用ラインのEミルが本格稼動を始めました。
この新ライン完成で従来のパン用、麺用、菓子用に加え、
パスタ用の小麦粉まで扱う製品フルラインナップ体制が整
いました。1日あたりの生産能力は1,030トンから1,560
トンに向上しました。

加工食品事業
小麦粉等の原材料価格の上昇により、2008年5月、11月に家
庭用小麦粉・小麦粉二次加工品等の価格改定を行いました。

その他事業
ペットフード事業において、2008年10月にプレミアム
ドッグフード「ジェーピースタイル」の店舗向けドライ商
品を発売しました。

製粉事業
輸入小麦の政府売渡価格が2008年4月に30%、10月には
さらに10%引き上げられたことに伴い、業務用小麦粉の
価格改定を実施しました。

世界的な金融危機を契機に、日本経済も景気が急激に悪化
し、原材料などの調達コストの変動、国内の少子高齢化の
影響等に伴う需要の伸び悩みなどにより事業環境は一層厳
しい状況となりました。

前回の報告書以降に発生した
事業変更など

参考にしたガイドライン
GRI「サステナビリティ・リポーティング・
ガイドライン　第3版」
環境省「環境報告ガイドライン（2007年版）」

本レポートでは、「お客様」とは、「消費者の皆様」および
「お得意様」を指しています。

ステークホルダーの呼称について

追加情報の入手先
ウェブサイトでは以下の資料をご覧いただけます。
 http://www.nisshin.com/
◦	株主報告（日本語／英語）
◦ 決算短信（日本語／英語）
◦ 社会・環境レポート（日本語／英語）
◦「あんしんの礎

いしずえ

」
◦子ども向けCSRスペシャルウェブサイト
　「こなニメーション」
　「こなドベンチャー」

発行日について
2009年9月
(前回2008年10月　次回2010年9月予定)

お問い合わせ先
（株）日清製粉グループ本社　技術本部　環境管理室

TEL 03-5282-6570　FAX 03-5282-6155

日清製粉グループ　社会・環境レポート  2 0091

http://www.nisshin.com/


CON T E N T S

切り絵制作：山本祐布子

健康で豊かな生活には、人との語
らいや心を通わせる場の共有が不
可欠です。古来より、その役割を
「食卓」が果たしてきました。日
清製粉グループが、人々の健康や
幸せを生みだす多様な食卓づくり
に寄与していきたい、という想い
を表紙に込めました。
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　日清製粉グループは、2001年7月に分社し、
現在は持株会社である「日清製粉グループ本社」

と100年を超える歴史を持つ製粉事業を通じて
培った技術を起点に、「加工食品」「中食・惣菜」

「酵母・バイオ」「健康食品」「ペットフード」「エ

ンジニアリング」「メッシュクロス」の分野で事

業戦略を展開しています。

社名／株式会社日清製粉グループ本社
所在地／東京都千代田区神田錦町一丁目25番地
創業／ 1900年（明治33年）10月
資本金／ 17,117百万円
発行済株式の総数／ 251,535,448株

その他事業
37,591百万円
8.1％ 製粉事業 1,242[84]

従業員数（人）

食品事業 2,997[1,370]

その他事業 628[275]

グループ本社

合計

※従業員数は就業人員であ
り、臨時従業員は [　]内に
年間の平均人員を外数で記載
しています。

333[45]

5,200[1,774]

製粉事業
199,296
百万円
42.7％

食品事業
229,783
百万円
49.2％

2009年3月31日現在

日清製粉グループの
事業概要
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製粉事業

ペットフード事業
大切な家族の一員であるペットには、すこやかに
くらし、いつまでも長生きしてもらいたい。そん
な飼い主の皆様の願いに応えるため、「ペットの
元気と長生きのために」を企業理念とし、ペット
の健康の基本である ｢食生活｣ を見つめ続けてき
ました。安心かつ高品質なペットフードを研究・
開発し、販売しています。

その他事業
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　日本のフランスパンの歴史をつくってきたフランスパン
用粉「リスドオル」は、今年で発売４０周年。ハード系食
事パンの需要創造策である「フルタイム、パンタイム！」
と連動して、ベーカリーを中心としたお客様に「リスドオ
ル」の価値を再認識していただく取り組みを実施中です。
　ナポリピザ専用粉「ルスティカ」は外食を中心に紹介。
　全粒粉スーパーファインハード（パン用粉）とスーパー
ファインソフト（菓子用粉）を発売し、新たな食提案を推
進しています。全粒粉の市場は順調に拡大中です。

パン・麺・菓子メーカー様の商品づくりのコンセ
プトに合わせ、小麦の挽き方や配合を工夫し、
数百種類の小麦粉を開発・提案しています。業
界のリーディングカンパニーとして新しい食文
化の創造や新業態開発にも挑戦し続けます。



◦ 日清製粉株式会社
 ◦ フレッシュ・フード・サービス株式会社
 ◦ ヤマジョウ商事株式会社
 ◦ ロジャーズ・フーズ株式会社（カナダ）
 ◦ 日清 STC 製粉株式会社（タイ）
 ◦ NSTCトレーディング株式会社（タイ）
 ◦ 石川株式会社
 ◦ フォーリーブズ株式会社（シンガポール）

加工食品事業
 ◦ 日清フーズ株式会社
 ◦ マ・マーマカロニ株式会社
 ◦ イニシオフーズ株式会社
 ◦ 大山ハム株式会社
 ◦ メダリオン・フーズ・インク（アメリカ）
 ◦ フード・マスターズ株式会社（アメリカ）
 ◦ タイ日清製粉株式会社（タイ）
 ◦ タイ日清テクノミック株式会社（タイ）
 ◦ 新日清製粉食品（青島）有限公司（中国）

酵母・バイオ事業
◦ オリエンタル酵母工業株式会社
 ◦ 株式会社パニーデリカ
 ◦  株式会社OYCフーズネット
 　（2009年6月1日付）※
 ◦ 株式会社日本バイオリサーチセンター
 ◦ 北山ラベス株式会社
 ◦ 株式会社オリエンタルバイオサービス
 ◦ 株式会社オリエンタルバイオサービス関東
 ◦ 株式会社ケービーティーオリエンタル
 ◦  OYC Americas, Inc.（アメリカ）
 　（2009年1月1日より
 　OYC International,Inc.から社名変更）
 ◦ OYC EU B.V.（オランダ）
 ◦ オリエンタルサービス株式会社
※エスケーフーヅ（株）を存続会社として、
（株）パニーフーズネットを吸収合併し、
（株）OYCフーズネットに商号を変更しました。

健康食品事業
 ◦ 日清ファルマ株式会社

ペットフード事業
 ◦ 日清ペットフード株式会社

エンジニアリング事業
 ◦ 日清エンジニアリング株式会社

メッシュクロス事業
 ◦ NBC株式会社※

 ◦ 株式会社NBC ハイネット
 ◦ CNK 株式会社
 ◦ 株式会社NBCメタルメッシュ
 ◦ P.T.NBC インドネシア（インドネシア）
 ◦ ダイナメッシュ・インク（アメリカ）
 ◦ 恩美絲（上海）紗網貿易有限公司（中国）
 ◦ THAINAK INDUSTRIES CO.,LTD.（タイ）
※2009年10月1日より（株）NBCメッシュテック
に社名を変更しました。

配合飼料事業
 ◦ 日清丸紅飼料株式会社

その他
 ◦  日清サイロ株式会社
 ◦  信和開発株式会社
 ◦  日本ロジテム株式会社
 ◦  阪神サイロ株式会社
 ◦  千葉共同サイロ株式会社

株式会社日清製粉グループ本社 
 ◦  日清アソシエイツ株式会社
 ◦  東酵（上海）商貿易有限公司（中国）
 ◦  錦築（煙台）食品研究開発有限公司（中国）

 ◦ … 連結子会社
 ◦ … 持分法適用会社
 （2009年6月現在）

製粉事業

食品事業

その他事業

持株会社

メッシュクロス事業
最先端メッシュテクノロジーをベース
に、スクリーン印刷用資材・産業用資材・
化成品・防虫網など、あらゆる産業界へ 
製品を提供
しています。

エンジニアリング事業
食品・医薬品・化成品など製造設備から工場建設
にいたるまでの広範囲な「エンジニアリング事
業」のほか、世界レベルの高度な粉体加工技術
を用い、食品から
エレクトロニクス
までをカバーする
「機器製作販売事
業」 「粉粒体加工
事業」を展開して
います。
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食品事業

健康食品事業
高齢化社会を背景とした生活
習慣病予防食品のニーズの高
まりを受け、栄養補助食品を
中心に、医薬品原薬、医薬製
剤の製造・販売をしています。
特にコエンザイムQ10は、
世界に先駆けて工業化に成功
し、水溶化タイプの開発で高
い評価を得ています。

加工食品事業
日清、マ・マー、青の洞窟、ディ・チェコなどご家
庭でもお馴染みのブランドを提供しています。パ
スタやパスタソースをはじめとするイタリアン商
品、素麺・うどん等の乾麺、お好み焼き商品、ケー
キミックスなどといった「常温食品」「冷凍食品」
のほか、「畜肉加工品」を展開しています。

酵母・バイオ事業
製パン・製菓業界向けにパン酵母、フィリング、マ
ヨネーズといった多様な素材を提供しています。
また、80年間にわたり培った培養技術を活かし、
診断薬原料や医薬品の研究開発支援資材・サービ
スなどを提供しています。

パン酵母

中食・惣菜事業
和のおかずやサラダと
いった惣菜を製造し、
パック詰めにした商品
を販売。主に量販店の
惣菜売り場に対して季
節の味をお届けしてい
ます。

※チャック付きに
なりました。

主要ブランド

プラズマによる超微粒子製造



　人々のライフスタイルの多様化や少子高齢化な

どに伴って、日本の食生活は大きく変化していま

す。しかし、どんな時代においても、「食」が、人々

の健康や心身の豊かさを支える基礎であることに

変わりはありません。

　私たち日清製粉グループは、企業理念「健康で

豊かな生活づくりに貢献する」を定め、食品を提

供する企業集団として、人々の身体と心の健康、

そしてそれを支える生活や社会づくりに貢献する

ために日々、取り組みを続けています。

　小麦は政府によって輸入され、国内の製粉企業

に売却されますが、その売渡価格は一定の計算方

式により国際的な小麦相場と連動しています。当

社グループでは、この売渡価格の変動に伴う製品

価格の改定に関し、ステークホルダーの皆様にご

理解いただけるよう努めています。政府に対して

も、小麦の安定した供給が確保されるよう、適切

な対応を求め、小麦粉の国内での安定供給に注力

しております。

　そして、食品の安定供給は私どもの極めて重要

な社会的使命であることから、当社グループは、

安定供給を主要な目的として BCP（事業継続計
画）を策定し、災害発生や新型インフルエンザ流

行などの非常時に対応しています。

動における原点です。製品の開発から原料調達、

製造、保管・流通の各段階において、厳しい当社

独自の基準を設け、徹底した品質保証を行ってい

ます。

　安心・安全な製品を提供するためには、消費者

の皆様の立場に立ち、製品の品質・安全性を守る

ことが必要です。そのために、当社グループでは、

研究開発、製造、流通、営業の業務に携わる全社

員を対象に、「品質保証研修」を実施し、社員一

人ひとりによる「消費者視点での品質保証」の実

現に取り組んでいます。

　さらに、消費者の皆様の健康や栄養へのニーズ

の高まりにお応えするため、栄養価やカロリーに

配慮した製品および栄養補助食品・特定保健用食

品の積極的な製品展開を行っています。

　当社は、食品企業の特性を活かした社会貢献事

業に取り組んでいます。なかでも、世界の食糧問

題にかかわる社会的責任を果たすために、世界の

飢餓と貧困の撲滅に取り組んでいるWFP 国連世
界食糧計画の活動に賛同し、当社内にWFP推進
組織事務局を設け、寄付や支援活動等を行ってい

ます。

　他方、本業を通した社会貢献として、一流のパ

ティシエ（菓子職人）が障がい者に製菓の技術を

指導し、就労を支援するプログラム「神戸スウィー

ツ・コンソーシアム（KSC）」に協賛しています。

　地球環境の保全は、今やすべての企業が存続

　お客様に安全な食品をお届けし、安心して召し

上がっていただくことは、当社グループの企業活

T OP  C OM M I T M E N T

食品企業として、安心・安全な
食品提供の責任を果たします

企業理念の実現を目指して

食品を提供する企業集団として
健康な社会づくりに寄与

ライフサイクルの環境配慮に努める
食の安心・安全と人々の健康への貢献

小麦粉の安定供給への責任
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企業理念

日清製粉グループは「信を万事の本と為す」と
「時代への適合」を社是とし、

「健康で豊かな生活づくりに貢献する」ことを企業理念として、
生活産業をグローバルに展開してゆきます。

経営基本方針

日清製粉グループは「信」と「時代への適合」並びに
「健康で豊かな生活づくりに貢献する」基本的理念を踏まえて、

グループ全体の「長期的な企業価値」の
極大化を経営の基本方針とし、

コア事業と成長事業へ重点的に資源配分を行いつつ、
グループ経営を展開します。

日清製粉グループ各社は
これらの基本的理念を共有しつつ、

「自立と連合」を旗印に事業活動を推進します。
即ち各々の事業特性や業界環境に対応して
自立性を発揮し最適な事業展開を行うとともに、

グループ内外の企業と連合し発展を目指してゆきます。

同時に法令遵守・食品安全・環境保全等の
社会的責任を果しつつ自己革新を進め、

顧客・株主・社員・取引先・社会等の各ステークホルダーから
積極的に支持されるグループになるよう努めます。

するうえでの必須要件です。当社グループでは、

低炭素社会の実現は次世代への責任であるとと

らえ、「2010年度のグループ全体のCO2排出総

量を1990年度比で8.6%削減」を目標に掲げ、
事業会社ごとに2010年度CO2排出量削減目標

を定め、CO2排出量の削減に取り組んでいます。

また、食品廃棄物を飼料や堆肥として再資源化す

るリサイクルを積極的に推進し、廃棄物最終処分

量の削減に努めています。

　さらに、消費者の皆様のお手元で製品を利用・

消費される際の環境負荷低減に配慮した製品づく

りにも努めております。

　当社グループは、これからもすべてのステーク

ホルダーの皆様から支持されるグループであるべ

く努力を重ねてまいる所存です。

株式会社日清製粉グループ本社
代表取締役　取締役社長

トップコミットメント 6



日清製粉グループの重要課題
日清製粉グループは、食にかかわる社会的課題やステークホルダーの関心
が高い事項を考慮し、重要課題の特定を行っています。これらの課題解決
に寄与することで、持続可能な社会構築に貢献していきます。

リスク
マネジメント
事業を取り巻くさまざまな
リスクに対する適切な対応
を確保し、リスクの予防・
制御を目的としたリスクマ
ネジメントに取り組みます。

社会的責任を
果たすための
仕組み
市場原理・自由経済の原則
を守り、自らの倫理的責任
を果たしながら、よりよい
社会を築くために社会の要
請に応えます。コーポレート

ガバナンス
経営の透明性を企業統治の
基本とし、経営の意思決定
の迅速化を図りながら機能
的な経営組織の整備を目指
します。

製品安全
消費者の皆様の生活をより
健康で豊かにすることを目
指し、安心・安全かつ高品
質な製品やサービスをお届
けします。

製品がその品質管理を経て
出荷されるまでの段階
で実施される製品安
全対策の適用状況に
ついて監査を実施
しています。

当社グループのウェブサイト
を4年ぶりに全面リニュー
アル。消費者の皆様を
メインターゲットに、
使い勝手や利便性の
向上に努めました。

消費者対応ウェブシステム
「CHORUS」をとおして、
さらなる消費者起点の経
営を目指しています。
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「社会・環境レポート2009」
では、日清製粉グループの
重要課題のなかでも特に重
要度が高く、かつ社会的関
心が高い以下の５つを主要
課題として、報告しています。

2008年9月営業部署な
どオフィスを含めて

ISO14001グ ル ー
プ一括認証を取得
しました。

■ グループ運営会議 … p13-14
■ リスクマネジメントと
　クライシスコントロール … p14
■ 環境 ISO14001のグループ
　認証取得 … p43-44
■ 協働による品質保証 … p27-28

マネジメントにおける
社会的課題や
環境への配慮1

■ 品質保証 … p19-20
■お客様満足度の向上 … p23-24

食品の安全性確保と
消費者の皆様の安心2

■ 健康と栄養に配慮した
　食品の提供 … p21-22
■ 世界の子どもたちの
　栄養状態改善 … p37
■ 技と心をチャレンジドに
　伝える … p39-40

健康と栄養への取り組み4

■ 明確でわかりやすいラベル
　表示と情報提供 … p24
■ 食を選択する力を養うための
　啓発と情報の提供 … p37-38,52

消費者との
コミュニケーション3

■ 製品のライフサイクルを
　通じて私たちにできる
　地球環境への配慮 … p41-42
■ カーボンフットプリント
　実験事業への参加 … p52

持続可能な社会を
目指した環境対策5

社会的課題の
解決に資する
製品・サービス
持続可能な社会を実現する
ために、世界や日本が抱え
るさまざまな社会的課題を
解決する製品やサービスの
創出が望まれています。

持続可能な
社会への
貢献
よき企業市民としての責任
を自覚し、健全な事業活動
と積極的な社会への貢献活
動を通じて社会の発展に貢
献します。

製品・サービスを通じて、
消費者の皆様のエコライ
フを支援します。

日清製粉グループの重要課題 8



古来より「料理」や「食事」は親密
な共同作業や楽しい集いを生み出
すことにより、人々を支えてきまし
た。本特集では、ともに料理するこ
と、ともに食べることについて、多
様なステークホルダーをお招きし、
議論を行いました。

［座談会］

ね。外食が増えるとか、コンビニ弁当の売上げが伸び

るとか。その意味で「食」を考えるにはまず「家族」

を考えなければいけないのではないかと思います。

辰巳　たしかに、「食」というのは、自分の育った記

憶に直接つながっていますね。私は大阪の出身ですの

で、家族や友達と一緒に、わいわい言いながらお好み

焼きやたこ焼きをつくって食べたことが非常に思い出

深いんです。最近、「食育」ということがよく言われま

すが、やはりそのベースはそうした小さいころの記憶。

それをきちんとつくっていくことが家族の責任なのだ

と思いますが、おっしゃるとおりその「家族」という

前提が、最近は崩れてきてしまっているんですよね。

小黒　私が編集長を務めている雑誌『ソトコト』のな

かで、早い時期から「スローフード」を提唱していま

す。「スローフード」というのはイタリアで生まれた

ムーブメントですが、実はこれは、何も新しいことを

言っているわけではありません。日本人が江戸時代に

やっていたことと同じともいえるほどで、「原点に返

れ」ということなんだと思います。都心の光景などに

象徴されるように、私たちは今、かつて夢見た未来像

をたしかに獲得した。けれど、それは決してベストの

ものではなかった、ということですよね。

　最近、東京・月島の「もんじゃ横丁」に修学旅行生

が大勢やってきて、路地の風景を見て「懐かしい」と

言っていたりします。もちろん一括りにはできないけ

れど、日本人、あるいはアジア人共通の価値観が、教

えられなくても遺伝子のなかに入っているのかなと感

じますね。そして、それがこれからの新しいライフス

タイルをつくっていく上で必要な

視点なのではないかと思います。

小榑　私が近年、強く感じている

のは「家族」というものの崩壊で

すね。私は、かつて『暮しの手帖』

の編集に携わっていました。当時、

私たちがつくっていたのは、「暮

し」であり、その原点は家族だっ

た。けれど、今や、父親がいて母

親がいて子どもがいるという「家

族」の情景は少なくなりました。

結婚しない人が増えて、結婚しな

いから子どもも生まれない。一人

ぐらしの人も非常に増えている。

　そうした「暮しの基盤」が崩れ

てきた以上、当然そのくらしと結

びつく食べ物も様変わりしますよ

失われつつある「家族」と「食」の風景

小黒一三氏
月刊『ソトコト』編集長

石神真二
い し が み し ん  じ

た つ  み  きく  こ

お  ぐ ろ か ず  み

日清製粉（株）　取締役
研究開発本部長

辰巳菊子氏

（社）日本消費生活アドバイザー・コンサルタント協会
常任理事

特集

明日の食卓と
台所をつくろう
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炭谷　現代社会、特に今の日本では、社会から排除さ

れ、孤立してしまっている人が非常に多いと感じます。

高齢者や障がい者、またホームレスの人たちなどがそ

の典型ですね。今お話が出たように、家族のきずなが

なくなり、地域社会も荒廃している。さらには日本的

な企業による支え合いも崩れてきた。そうした現象に

よって生まれてきた状況だと思います。

　ヨーロッパでは1990年代から、貧困者、失業者、
外国人労働者など社会から排除された人々を社会の一

員として包み支えあうという「ソーシャル・インクルー

ジョン（社会的包含）」の理念が出てきました。これ

は、切れてしまった「きずな」を新しいかたちでもう

一度つくり直す試みです。私は、日本でソーシャル・

インクルージョンを実現するために社会的に孤立して

いる人たちの働く場、「ソーシャルファーム」を全国

に2,000ヵ所つくろうという活動をしています。
　このソーシャルファームにおける重要な仕事のひと

つが農業です。先日も、埼玉県の飯能市で障がい者の

人たちと一緒に野菜づくりを始めました。新宿にホー

ムレスや刑務所から出てきたばかりの人を対象にし

た、農業などのソーシャルファームをつくろうという

働らきかけをしています。ソーシャル・インクルージョ

ンの観点からも「食」は非常に重要なキーワードです。

小黒　『ソトコト』で提案している活動に「隣人祭り」

というのがあります。これは、もともとはパリで始まっ

たイベントで、10年ほど前、老人の孤独死に心を痛
めたある区議会議員が、「年に１度、同じ集合住宅に

住んでいる人たちが集まって一緒に昼食をとろう」と

呼びかけたのがきっかけで、最近ではＥＵ圏で840
万人もの人が参加しています。食べ物も酒もみんな持

ち寄りで、ただみんなで一緒に食卓を囲んで「飯を食

う」んです。人間にとって一番大事な「生きる」こと

は「食べる」ことで、「食」を通じていろんなことができる。

社会変革の糸口になるものだと思います。

炭谷　よく出てくる議論に、「昔はよかった。だから

し、その配達に精神障がい者を雇用している社会福祉

法人もあります。事務的な対応ではなく、顔を見て手

渡しや声かけをするところが喜ばれ、歓迎されていま

す。食事をつくる、食べる、届ける、それによって地

域のつながりを復活させているわけです。

小榑　私は1995年の阪神大震災のとき、神戸で FM
放送局をやっていて、放送を被災者の情報交換の場と

して使っていただいたのですが、非常に印象的だった

のが、水や食べ物も不足するなか、「何時からどこで

炊き出しをします」などと、被災者同士が地域社会で

助け合う姿でした。極限状態のなかでは、人は人を信

じなければ生きていくことはできない。そのことを知

りました。炭谷さんのお話は、人と人とのきずなをい

かに新しくつくり直していくかということですね。

昔に戻ろう」というのがあるので

すが、もう昔に戻ることはできな

いですよね。そうではなく、新し

いものをつくっていかなくてはな

らないのだと思います。まさに「隣

人祭り」もその取り組みのひとつ

だと思うのですが、私の最近の取

り組みに、高齢者が一緒になって

「共食」する場づくりがあります。

週に１回でもいいから、高齢者が

集まって一緒に食事をする場を設

定しようというものです。それに

よって、体よりも心への栄養の補

給、互いの心の結びつきをつくっ

ていけるんですね。

　また、一緒に食事をするだけで

なく、高齢者向けに弁当の宅配を

「家族」に替わる新たな「きずな」の構築を

す み た に  しげる

と み な が ひ ろ とし

こ  ぐ れ ま さ あ き

炭谷 茂氏

恩賜財団済生会　理事長

冨永博敏
日清フーズ（株）　開発センター　所長

小榑雅章氏

向社会性研究所
主任研究員

特集　明日の食卓と台所をつくろう 10



石神　皆様のお話を伺って「食」が家族の温もりに大

きく貢献できるのではと感じました。食の役割の重み

を受けとめ、本業に一所懸命、知恵を絞ることが社会

からの期待に応えることだと心に響きました。

　自分の経験も踏まえて、人間には温かさや家族を大

切にしたいという気持ちがあるのだと思います。その

気持ちに日清製粉（株）が働きかけていければ非常によ

いと感じました。

冨永　私の母も長くひとり暮らしをしていましたが、

自分のための食事づくりにはなかなか力が入らない様

子で、どうしても「食」が貧しくなっていたなと感じ

ました。食事をみんなでつくったり、食べたりするこ

とは、生き生きしたくらしを取り戻すことにつながる。

当社グループは、主要穀物である小麦粉を供給する会

社なので、その小麦粉を使ってそういったことに貢献

できればと思います。また、食事をつくることはとて

も面白いことですし、お子さんも小麦粉を使ってパン

をつくったり、お好み焼きをつくったりしていると、

自分で食べることだけでなく、つくることの喜びを味

わっていただけると思うので、さまざまな貢献の姿が

あると思います。

　この秋は、お好み焼きとかたこ焼きを家族でつくっ

て食べよう、というキャンペーンをやります。それで

人と人のつながりをもう一回見直すことができれば素

晴らしいことですよね。

炭谷　私が提案したいのは、ひとつはやはり先ほどご

説明した高齢者への「共食」の場づくりへの協力。た

とえば、公民館や集会所で料理教室などを実施いただ

いて、みんなでつくって、食べる、そういう場があっ

たらいいなと思います。

　それから、もうひとつは食品廃棄の問題です。高齢

者というのは、食べ物を大事にする世代にもかかわら

ず、食品廃棄が非常に多いんですよ。一度に食べきれ

る少量パックの商品が少なくて、大量に買わざるを得

ないからです。それで余らせてごみになってしまう。

この点での配慮も必要ではないかと思います。

冨永　たしかに、個食化が進んでいる今、冷凍食品な

どでも１人分のパック商品が非常に売上げを伸ばして

います。高齢者向けに、少量個別包装の商品は必要か

もしれないですね。

辰巳　私が最近よく言っているのは、商品を購入する

際には、その商品の「一生」を知った上で選びましょ

うということ。特に食品の場合は、つい体への影響と

いう身近な点だけを考えてしまいがちですが、「持続

可能な社会」という観点からすれば、やっぱり人の体

だけではなく地球全体での安心・安全ということが重

要になる。そのために、その商品がどこから来たものな

のかという情報をもっと開示していただきたいですね。

「食」を通じた人と人のきずなの回復
特
集
・
明
日
の
食
卓
と
台
所
を
つ
く
ろ
う

家族の情景の喪失とともに、
食のあり方も様変わりしてきた

小榑

社会的に排除された人 を々
包むという観点からも
食は非常に重要なキーワードである

炭谷

男性が一緒に料理をつくれるような
工夫が商品にあってもいい

辰巳

日本人の美意識を大切にした
「日本の食卓」を提案してほしい

小黒
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ざした食品メーカーである以上、日本人の美意識を大

切にした提案をお願いしたい。

　たとえば、日清製粉グループが考える「日本の食卓」

には、どんな台所がふさわしいのか。それを住宅メー

カーに任せてしまうのではなくて、御社の若い社員が

メーカーと一緒になって考えていくというのはどうで

しょうか。そんな面白い提案を発信したら、日清製粉

グループのブランドイメージもリフレッシュするので

はないでしょうか。

石神　ありがとうございます。本日は、今後の日本

の「食」と日清製粉グループの役割に関する提案を幅

広くいただき、「目から鱗」といった思いがしました。

日本人の食を、これからどう変えていくか、どう向上

させていくか。これは当社にとって非常に重要な使命

です。その実現に向けて、いただいたご意見をさまざ

まな形で取り入れていきたいと思います。本日はあり

がとうございました。

辰巳　最近では女性が結婚後も外で働くことが一般的

になっていますが、それでもやはり「料理は女性がす

るもの」といった固定観念がどこかにありますよね。

職場では「女性の活用」と言われているのに、家庭で

は女性が一手に家事を引き受けているというのはやは

りおかしい。そこを変えていくために、たとえばパッ

ケージに男性が料理をつくっている写真を入れると

か、夫婦で一緒につくれるような役割分担を示すとい

うのはどうでしょうか。

石神　確かに小麦粉の料理には男性の出番がありそう

ですね。そのような企業の側から消費者の皆様への「提

案」が、非常に大事ですね。業務用の小麦粉でもここ

最近は消費者向けにパンや麺の食べ方を積極的に提案

し、購入のきっかけにしていただくように取り組んで

います。

　また、先ほどの食品廃棄の問題にしても、パンの保

存の仕方や、固くなってしまった後の食べ方を提案す

る。そうしたことを、お客様であるパンや麺類のメー

カー、あるいは一般の消費者の皆様と一緒にやってい

ければと思います。

小黒　ただ食品をつくるだけではなくて、食を取り巻

く環境、くらしのところまでおおいに飛び込んだ提案

をしていっていただきたいですね。それも、日本に根

未来の台所づくりへの期待

司会：（株）CSR経営研究所　CSRコンサルタント　山口智彦氏
開催日：2009年8月31日
（注）有識者の方々の敬称は省略させていただいています。
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経
営
体
制

D O

財務報告の信頼性確保と経営
リスクへの対策を進めています

コーポレートガバナンス体制の
一層の向上

CHECK & ACTION

コーポレート
ガバナンス

【私たちの基本姿勢】「社員が誇りに思えるグループであり続け
る」「長期的に見たグループ価値を増大する」ためには企業統治
（コーポレートガバナンス）と内部統制の強化が重要であると
認識しています。

経営体制

PLAN

■ 基本的な仕組みと体制

当社グループは、株主をはじめとする各ステークホルダーに対して経営の透明性を実現す
ることを、企業統治の基本とし、経営の意思決定の迅速化を図りながら機能的な経営組織
の整備を目指しています。

・ 持株会社が常に事業子会社を株主の視点から
評価・監督する仕組みを導入しています。

・ 迅速な意思決定と事業遂行を実現するため、執
行役員制度を導入しています。

・ 社外取締役・社外監査役により経営の透明性の
向上に努めています（社外取締役2名、社外監
査役3名）。

・ 業務監督機関としての取締役会のほかにグルー
プおよび各事業会社の経営に関する重要事項

について協議・情報交換を行うために取締役・監
査役を中心にメンバー構成した「グループ運営
会議」を設置しています。

・ 内部監査においては法の定める監査役機能の
強化に加え、環境保全、品質管理、設備など専
門監査も制度化しています。持株会社に内部監
査部門として内部統制部12名、設備・安全監査
担当8名、環境監査担当5名、品質保証監査担
当7名の専門スタッフを設置しています。

▼日清製粉グループの業務執行体制・経営・監視および内部統制の仕組み

経
営
・
監
視

業
務
執
行
・
内
部
統
制

日
清
製
粉
グ
ル
ー
プ
の
企
業
行
動
規
範
及
び
社
員
行
動
指
針

弁
護
士

会
計
監
査
人

株主総会

監査役会
社外監査役

取締役会
社外取締役

子会社
関連会社

内部統制部 環境監査等の
専門監査

リスクマネジメント
委員会

コンプライアンス・
ホットライン制度

取締役社長
取締役
執行役員

グループ
運営会議

選任 選任

監督

監査

監査

連携

監査

連携

監査

管理

監査
連携

内部統制内部統制報告

日清製粉グループ　社会・環境レポート  2 00913



コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ガ
バ
ナ
ン
ス

社
会
的
責
任
へ
の

基
本
姿
勢
と
行
動
基
準

お
客
様
と
の

か
か
わ
り

お
取
引
先
と
の

か
か
わ
り

株
主
・
投
資
家
の

皆
様
と
の
か
か
わ
り

社
員
と
の

か
か
わ
り

社
会
と
の

か
か
わ
り

地
球
環
境
と
の

か
か
わ
り

　新型インフルエンザの流行時には事業運営に相

当な影響を受けるものと予想されることから、食

糧供給等の社会機能維持者として、当社グループ

の企業責任を果たすため、事業継続計画（BCP）
を策定しました（p36参照）。

█ クライシス発生時の対応

　2008年4月に開始する事業年度から「金融商
品取引法」が定める内部統制報告制度（上場会社

を対象に財務報告の信頼性確保や虚偽記載の防止

を目的として、経営者による内部統制の評価と内

部統制報告書の提出、監査法人による監査が義務

付けられました。）が適用されました。日清製粉

グループでは、法の求める範囲にとどまらず、グ

ループ会社40社を対象に全社統制、決算・財務
報告プロセス統制、IT統制、業務プロセス統制
等を対象に内部統制評価を実施しました。

　この結果、当社の財務報告にかかわる内部統制

は有効である旨の内部統制報告書を作成し、監査

法人から無限定適正の内部統制監査報告を受け、

金融庁に提出しています。

　また、当社グループでは、内部統制システムの

さらなる定着を図るため、内部統制の意義・目的

の周知や自己点検等の活動を推進しています。

　法令違反行為・不正行為・企業倫理に反する行

為、当社グループの社会的信用を失墜させるよう

な行為がグループ内で行われている、またはその

おそれがある場合に、問題の早期解決や未然防止

を図るため、グループの役職員などが担当部署や

社外（弁護士）に相談・通報できる制度です。当

社グループでは2003年にこの制度を導入し、通
報処理の仕組みや不利益な取り扱いの禁止を含

め、制度の周知を図っています。

内部統制報告制度への対応

コンプライアンス・ホットライン制度
新型インフルエンザ発生時における
事業継続

█ リスクマネジメントとクライシスコントロール
　 当社グループでは、これまでも事業を取り巻
くさまざまなリスクに対して対応を行ってきまし

たが、リスクに対する適切な対応を確保し、リス

クの予防・制御を目的とした日常的なリスクマネ

ジメント活動をこれまで以上に強化していくため

に、2008年2月に新たに「リスクマネジメント
規程」と「クライシスコントロール規程」を制定

し、リスクマネジメントおよびクライシスの定義

を明確に定めるとともに、当社に「リスクマネジ

メント委員会」を設置し、グループ全体のリスク

マネジメントを統括しています。

　当社グループの社員はクライシスが発生した際

には当社「コールセンター」に報告することを義

務付けられており、それらの情報は迅速に経営

トップに報告され、適切な初動対応により損害を

最小限に抑える仕組みとなっています。

█ 事業等のリスク
　当社グループの経営成績、株価および財政状況

等に影響を及ぼす可能性のあるリスクには次のよ

うなものがあります。

リスクマネジメント

▼主なリスク 

※平成21年6月25日　有価証券報告書から抜粋。

①経済情勢、業界環境
②WTO・FTA・EPAの進展と麦政策の変更　③製品安全　
④原材料市況の高騰　⑤為替変動（主にドル・ユーロ・バーツ）
⑥生産の外部委託　⑦情報・システム
⑧他社とのアライアンス効果の実現　⑨設備安全、自然災害等
⑩退職給付費用および債務　⑪公的規制　⑫海外事故等　
⑬知的財産権　⑭環境管理

　2008年11月にグループ感染予防対策
を策定し対策本部の設置手順を定め、感染

予防策を実行しています。2009年新型イ
ンフルエンザ発生に際しては、フェーズ4
の発表前日（4月27日）に対策本部を設
置し、以降、海外渡航に関する対応、国内

発生時の注意喚起、国内出張の制限、施設

への入場制限および検温スクリーニング、

社員のマスク着用等について、状況に応じ

て対策本部よ

り通達を発信

し、実施して

います。

● 感染予防対策

コーポレートガバナンス 14
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　当社グループの社会的責任とは、市場原理・自
由経済の原則を守り、自らの倫理的責任を果たし
ながら、よりよい社会を築く礎となるために社会
の要請に応えることです。
　2002年10月、社会から信頼され、末永く発
展していくために、「日清製粉グループの企業行
動規範・社員行動指針」を定めました。
　この規範・指針の実践を通じて、社会の一員と
して企業価値があり、社員が誇りに思える企業グ
ループであり続けるよう積極的に取り組みます。

 「日清製粉グループの企業行動規範」
http://www.nisshin.com/csr/model

　　　「日清製粉グループの社員行動指針」
　　　http://www.nisshin.com/csr/principle/

W EB

（１）企業の永続的な発展に貢献します。

（２）株主はじめステークホルダーの期待に応えます。

健全な事業活動と永続的な発展1

　グループ本社を始め各社社長並びに取締役は本
規範・指針の実現が自らの役割である事を認識し、
率先垂範の上関係者に周知徹底します。また、社内
外の声を常時把握し、実効ある社内体制の整備を
行うとともに、企業倫理の徹底を図ります。
　本規範・指針に反するような事態が発生したとき
は、各社社長自らが問題解決にあたる姿勢を内外
に表明し、原因究明・再発防止に努めます。 また、
社会への迅速かつ的確な情報の公開と説明責任
を遂行し、権限と責任を明確にした上、自らを含め
て厳正な処分を行います。

本規範及び指針の実現に向けての
経営者の役割と責任9

（１）製・商品等の安全管理に努めます。

（２）各種データの記録管理を行い、トレーサビリ
ティの確保に努めます。

（３）施設の衛生管理を徹底します。

（４）重要な品質事故が発生した場合は、適切かつ
速やかに対処します。

安心・安全で高品質な製品・
サービスの開発と提供2 →p19-24

（１）自らの能力の向上と人材の育成に努めます。

（２）安全で衛生的な職場環境の維持・向上に努め
ます。

（３）人権を尊重し、不当な差別を行いません。

（４）人権啓発活動を推進します。

人間性の尊重3 →p31-36

（１）社会規範を遵守し、社会秩序の維持に努めます。

（２）就業規則等の社内規程を遵守します。

社会規範の遵守と
公正な企業活動の推進4

→p13-18 
p27-28

（３）独占禁止法やインサイダー取引規制を遵守し
ます。

（４）機密情報の管理を徹底するとともに、知的財
産権の保護に努めます。

（５）不正な利益供与は行いません。

5

（１）事業活動に於ける情報の共有化を図ります。

（２）企業イメージの向上に努めます。

適切な広報活動の推進

6

（１）環境汚染の防止に努めます。

（２）資源の有効活用に努めます。

（３）環境負荷の少ない製・商品の開発・製造に取り
組みます。

環境保全の推進 →p41-52

7

（１）地域社会をはじめとして、広く社会貢献に努め
ます。

社会貢献活動の推進 →p37-38

8

（１）各国の法令を遵守します。

（２）現地との友好的な関係を維持・促進します。

（３）事業活動を通じて、現地の発展に貢献します。

現地に根ざした
海外事業の推進 →p34

社会的責任への
基本姿勢と行動基準

【私たちの基本姿勢】より良い社会を
築く礎となり、企業価値を高めます。

経営体制

日清製粉グループ　社会・環境レポート  2 00915
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　社内のコンプライアンス意識を高めるために、

2006年度から社員の賞与評定に「コンプライア
ンス実践度」の評価要素を加えました。

█ 社員の評価制度への反映

█ CSR推進月間

社会委員会

　当社グループでは「規範・指針カード」の携帯、

「CSR推進月間（毎年10月）」での活動推進、「ケー
ススタディ社員行動指針」の社内イントラネット

掲示など、社員一人ひとりが高い意識を持ち、業

務のなかで問題点を自ら発見して改善できるよう

取り組んでいます。

　企業行動規範・社員行動指針とCSRについて
の講義、ビデオ視聴、「ケーススタディ社員行動

指針」を題材とした懇談・意見交換などを小規模

で継続的に行っています。2003年にスタートし、
2009年6月までに
通 算180回 開 催、
2,182名が参加し
ました。

　新人研修では「規範・指針」に加えて、法規範

や各種社内規程について説明を行い、若手社員向

けにも集合研修およびその事前準備としての e-
ラーニングを実施しました。また、新任管理職研

修では、最新のケーススタディ等により、コンプ

ライアンスの意味と重要性を学習しています。

█ CSR懇談会の開催

（1） CSRへの取り組み促進

（2） CSR課題への取り組み状況の確認・協議

　当社グループでは新人研修、若手社員向け、新

任管理職の3階層に分けて研修を実施しています。

█ コンプライアンス研修

CSRの意識の浸透

　当社グループの「企業理念」「企業行動規範・

社員行動指針」にもとづき、企業の社会的責任

（CSR）への取り組みを推進するために、社会委
員会を設置しています。

　社会委員会は当社グループが各ステークホル

ダーから支持され、時代と社会の要請に応えるも

のとしていくために、次の活動を行っています。

　「日清製粉グループの企業行動規範・社員行動

指針」で示されている企業としての基本姿勢や社

員としての基本的な心構えや行動基準をもとに、

グループ各社、各役員・社員が日常の業務遂行に

おいて主体的に実践すべきCSRへの取り組みを
促進する。

　CSRはグループ全体の課題としてグループ本
社・各事業会社が一体となって取り組むべきもの

であり、社会委員会ではグループ本社・事業会社

におけるCSR課題への取り組み状況の確認およ
び協議を行う。

　私たちの部署では期間中、WFP関連
ビデオ等の鑑賞会を実施しました。ケニ

アのWFP食糧支援フィールドを視察し
た際の映像等をとおして、今まさに起き

ている飢餓や貧困問題を強く意識させら

れました。テレビを見つめる社員たちの

真剣な表情が印象的で

した。少しずつでも地道

な活動を続けていきたい

と思っています。

●  CSR推進月間の取り組み
（株）日清製粉グループ本社　企画本部　戸張博之

　社員行動指針のケーススタディへの関

心を深めてもらうことを目的に、アン

ケートを行いました。ケーススタディの

なかで興味を持ったものを回答および自

由に意見を書いてもらうというもので

す。その後、結果と回答の多かったケー

ススタディをメールに添

付して社員に送付しまし

た。効果が高いので、今

後も継続する予定です。

日清エンジニアリング（株）　坂田康夫

　当社グループでは10月を「CSR推進月間」とし、
標語の募集・優秀作品の掲示、地域交流・社会貢

献活動の調査の実施や各職場でのグループワーク

を通じ社員の主体的な取り組みを促進していま

す。各職場で、集中的に啓発を行うため、CSR
推進のよい契機となっています。

社会的責任への基本姿勢と行動基準 16
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経営体制 社会的責任への基本姿勢と行動基準

ステーク
ホルダー 項目 姿勢・方針 2008 年度の実績 今後の展開・方向性

お客様

安心・安全な製品、
サービス

• 消費者視点からの品質保証を第
一に品質保証体制を構築する

• セイフティレビュー
• ISO22000
• AIB食品安全統合基準
• 品質保証研修

• NQ監査および第三者診断
• 新規原材料・新製品の安全性
審査

• 表示の適正性モニタリング

お客様の
最大満足の実現

• 消費者の皆様の声を製品に活か
す

• 消費者の皆様との応対品質を高
める

• 消費者対応ウェブシステム
 「CHORUS」の活用
• 容器包装表示レビュー
• 品質改善会議
• 消費者満足度調査
• 消費者の皆様の健康・栄養ニーズ
に応える

• 全社で力をあわせて、より
満足度の高い対応と当社グ
ループのファンづくりに努
める

• 健康で豊かな生活づくりの
ために当社グループの製品
を継続的に改善

• 信頼をベースに安心・安全かつ
高品質の製品を提供する

• 常にお客様に最大の満足を得て
いただくよう努める

• お得意様と協力して市場の活性化
を図る

• お得意様の CSR活動にとってよき
パートナーであるよう努める

• 製品の新しい価値を提案す
る

• お得意様の課題解決に貢献
する

株主・
投資家の
皆様

公平・適時・
適正な情報開示

• 株主はじめステークホルダーの
皆様の期待に応える

• 適時・適切な情報開示とツールの
充実

• 投資家・アナリストの皆様との対
話の充実

• SRI インデックスへの組み入
れ

適正な配当 • 株主の皆様への適正な利益還元

社会

環境保全 • （→環境報告　p41-52）

社会貢献
• 地域社会をはじめとして、広く
社会に対して積極的な社会貢献
活動

• 社員と地域社会との交流

• 国連WFP協会への支援
• 食をつくる楽しさを広める活動
• 学術支援
• 豊かな生活文化への貢献
• 環境美化活動

• 社会と共生する企業であり
続けることを目指します

現地に根ざした
海外事業の推進

• 各国の法令遵守
• 現地との友好的な関係を維持促進
• 事業活動を通じて現地の発展に貢献

お取引先

公正な取引
• お取引先（サプライヤー）の立
場を尊重し、共存・共栄を図る

• 関連法令の遵守
• 公正な取引
• 機密情報の管理徹底と知的財産権
の保護 • 良好なパートナーシップの

強化

共存・共栄 • お取引先との協働による品質保証

社員

人材の
育成・活用・評価

• 時代の変化に即応して常に新し
い課題を設定し、それに果敢に
チャレンジして着実にやり遂げ
ていくことのできる人材育成を
目指す

• 能力主義にもとづき、社員一人ひ
とりの能力・技量、仕事への取り
組みとその成果を公正に評価。ま
た、目標管理制度を通じて評価の
透明性や社員の納得度を高め、そ
の結果を処遇に反映することで、
意欲の高揚を図る

• 社員の能力は多様な人材育
成の仕組みを通して向上し、
仕事のなかで活かされ、評価
する。評価の結果は処遇に反
映するだけでなく、次のス
テージへステップアップす
るための育成材料として活
用する

人間性の尊重

• 人間性を尊重し、快適で働きが
いのある職場づくりを目指す

• 社員の安全と健康を守ることを
すべてに優先する

• 人間性を尊重した働きやすい職場
づくり（p33-34）

• リスクアセスメント
 一部の人の活動から全員参加の活
動へ

• 交通事故防止活動
 深夜の事故防止、交通安全、管理
システム導入検討

• 新型インフルエンザ
 感染予防対策の周知

• リスクアセスメント
作業のなかに潜む見えない
リスクの抽出

• 交通事故防止活動
 部署単位での安全運転宣言、
交通安全強調月間の設定

• 新型インフルエンザ
 状況に応じた対応

快適で働きやすい
職場づくり

良好な労使関係

▼社会的責任への取り組み

日清製粉グループ　社会・環境レポート  2 00917
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社会的責任を果たすための仕組み

日清製粉グループ企業行動規範・社員行動指針

社会委員会

コンプライ
アンス

コーポレート
ガバナンス

リスク
マネジメント

コミュニ
ケーション

社員が誇りに思える
グループであり続けること

長期的に見たグループ価値を
増大すること

目 的

CSRへの取り組み促進
CSR課題への取り組み状況の確認•協議

株主・投資家

•公平・適時・適正な
情報開示

•適正な配当

お取引先

•公正な取引
•共存・共栄

社 会

•環境保全
•社会貢献

•現地に根ざした
海外事業の推進

お 客 様

•安心・安全な
製品、サービス

•お客様の最大満足
の実現

社 員

•人材の育成・活用・評価
•人間性の尊重

•快適で働きやすい
職場づくり

•良好な労使関係

社会的責任への基本姿勢と行動基準 18
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 お客様との
かかわり

社会性報告

【私たちの基本姿勢】生活者・事業者のニーズ・ウォンツを的確
に把握し、信頼をベースに安心・安全かつ高品質の製品やサー
ビスを提供することにより、常にお客様に最大の満足を得てい
ただくよう努めます。

品質保証についての教育品質保証責任者制度

　当社グループでは、品質保証・製品安全にかか

わる基本方針・施策啓発の一環として、開発から

製造・流通・営業の業務に携わる全社員を対象に

「品質保証研修」を実施しています。研修では安心・

安全についてお客様が求める具体的な要望、業界

や行政の動向と関連規制の状況、食品安全に関す

る知識を学んでいます。

　また、品質保証責任者には「品質保証責任者研

修」を年1回行っています。2008年度は現・名
城大学教授兼コンプライアンス研究センター長・

郷原信郎氏にご講演いただきました。

　工場には生産部門から独立し、消費者視点で品

質を保証する品質保証責任者が駐在しており、工

場での最終出荷判定を行っています。品質保証責

任者は、出荷判断において工場長と同等以上の権

限を持っており、入念なチェックのもと、高い基

準をクリアした製品のみが出荷されます。

　安心・安全で高品質な製品・サービスを開発し

提供することで、健康で豊かな生活づくりに貢献

します。また、お客様に最大の満足を得ていただ

くよう努めます。

PLAN

D O CHECK & ACTION

消費者視点で品質を保証する
当社グループは「今、あなたが行っている仕事を、消費者の皆様にきちんと説明できますか」を合言葉に社
員一人ひとりが、「消費者視点での品質保証」を実践しています。

　新製品として企画されたものは、各事業会社に

て専門知識を持った技術者が集まる「セイフティ

セイフティレビュー

開発・製造の各段階で基本的事項を
遂行し、製品安全管理体制を強化する
・ セイフティレビュー
・ ＩＳＯ２２０００
・ ＡＩＢ食品安全統合基準※

・ 品質保証研修
※AIB（American Institute of Baking）が開発した食
品工場向けの食品安全管理システム。監査で一定の点数
以上を取得すると達成証書が発行され、1,000点満点で
900～ 1,000点取得すると最高位の「SUPERIOR」に
格付けされます。

安心・安全かつ高品質な
製品を消費者視点で
提供できていることを確認
・ ＮＱ※監査および第三者診断  
・ 新規原材料・新製品の安全性審査
・ 表示の適正性モニタリング
※NQ（Nisshin Quality Assurance Audit）

・ 品質保証責任者制度

消費者視点からの品質保証を第一に
品質保証体制を構築する

消費者視点で
最終出荷判定を行います。

各事業会社の
工場

品質保証
責任者

 http://www.nisshin.com/
csr/anshin/

工場長

あんしんの礎W EB

日清製粉グループ　社会・環境レポート  2 00919
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　「セイフティレビュー」に合格した新規原材料・

新製品について、グループ本社のQEセンターで
残留農薬等の最終検査を行い、原材料の採用可否

および新製品販売の可否を決定しています。

　なお、QEセンターは2003年12月に食品メー
カーとして国内で初めて農薬分析において試験所

認定制度 ISO17025の認定を取得しました。

　当社グループは、食品安全マネジメントシステ

ム ISO22000の導入に取り組んでいます。
　日清製粉（株）は2005年11月に本社と国内
工場を一体としたマネジメントシステムを国内

メーカーで初めて構築し、認証を取得しました。

2007年には日清フーズ（株）、マ・マーマカロニ
（株）、イニシオフーズ（株）が認証を取得しました。

さらに、2008年8月には海外事業場の新日清製
粉食品（青島）有限公司が認証を取得しました。

　製商品がその品質設計の段階から製造、品質管

理を経て出荷されるまでの段階で実施される製品

安全対策の適用状況について、消費者視点に立っ

て監査するNQ監査を実施しています。
　新規製造工場では、各事業会社が工場調査を

行った上でグループ本社が製造環境モニタリング

とNQ監査を行い、採否を決定します。　
　既存工場では、各事業会社の工場や委託先工場

の既存ラインについて、抜き打ちでNQ監査を
行います。定められた点数を満たさないときは、

製造を続けることができません。

　また、品質保証活動が適正に行われていること

を保証するため、当社グループと利害関係のない

第三者による診断を行っています。

　当社グループではAIB食品安全統合基準につ
いても取り組み、高い評価を得ています。

　昨今、食品の表示偽装等の事件が多発し、消費

者の表示に対する目が厳しくなっています。当社

グループでは、これまでも各事業会社が責任を

持って表示の適正性の確保に努めてきましたが、

さらにグループ本社が製品の表示の適正性に関し

てモニタリングを実施しています。

　製品の品質事故が発生した場合、社員は速やか

に経営トップに通報し、「重要品質事故処理規程」

にもとづき詳細な事実の確認、現品回収と事故原

因調査、当該ロット品回収の検討、再発防止対策

に取り組み、問題解決にあたります。

ISO22000にもとづく安全性の確保

NQ監査および第三者診断

AIB食品安全統合基準による審査

表示の適正性モニタリング

製品回収の仕組みについて

　「マ･マー　パスタナビ　具入りケチャッ

ピーナポリタン310ｇ」（賞味期限2009
年6月12日）の一部に、キャップの絞り
口が小さい口径（5㎜）のものが使われ、
内容物が絞り口に詰まってしまうため、

2008年9月9日全国紙夕刊に社告掲載
して製品の自主回収を行いました。

●  マ･マー　パスタナビ　具入り  
ケチャッピーナポリタンの自主回収

・ 日清製粉（株）知多工場2004年1月以来、
 6年連続「SUPERIOR」（最高レベル）

・ 日清製粉（株）鶴見工場2007年3月以来、
 3年連続「SUPERIOR」（最高レベル）

・ 日清製粉（株）千葉工場2009年2月
 「SUPERIOR」（最高レベル）

・ 日清製粉（株）岡山工場2009年2月
 「EXCELLENT」

・ 日清フーズ（株）館林工場2003年12月以来、
 6年連続「SUPERIOR」（最高レベル）

・  日清フーズ（株）名古屋工場2008年1月
 「EXCELLENT」

レビュー」という審査で、食品としての安全性を

総合的に分析・評価します。「セイフティレビュー」

は、新製品が全評価項目の基準を満たすまで行い

ます。項目は法令の遵守確認や食品としての危害

分析のほか、ユニバーサルデザイン、環境配慮な

ど幅広い範囲にわたります。

新規原材料・新製品についての最終検査

ユニバーサルデザイン方針

http://www.nisshin.com/csr/universal/

W EB
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　安心・安全な食への高まりとともに、ストレスのない健康

で豊かなライフスタイルが求められています。

PLAN

　小麦全粒粉は、食物繊維、鉄、ビタミン B1な
どが、通常の小麦粉より豊富に含まれています。

「スーパーファイン」は最新の技術研究による独

自の製粉方法（特許出願）により、従来の全粒粉

の大きな粒子やフスマ臭さなどの欠点を解消しま

した。また、食品加工時の作業性も向上し、高配

合でも無理なくお使いいただけます。

　体重・体脂肪など健康管理への関心の高まりを

受け、いつものおいしさはそのままにカロリーを

1食あたり80kcalに抑えたパスタソースを開発
しました。消費者の皆様がカロリーを把握しやす

く、ご自身でコントロールすることができます。

█ 小麦全粒粉「スーパーファイン」（日清製粉） █ マ･マー　カロリーケア80kcal
　 パスタソースシリーズ（日清フーズ）

食物繊維の摂取 カロリーに着目

D O

高品質で
健康・栄養ニーズに
価値のある
製品の開発

CHECK & ACTION

「健康で豊かな生活づくり」の
ために当社グループの製品を
継続的に改善

健康と栄養に配慮した食品の提供
より多くの消費者の皆様に健康で豊かな生活を提供できるような製品開発に努めています。

社会性報告 お客様とのかかわり

▼カロリーケア▼スーパー
　ファインソフト

▼スーパー
　ファイン

▼従来の
　全粒粉

日々の食で無理なく健康を
楽しむことができます

  小麦の健康成分

B…皮部（約15％）
通称「フスマ」と言わ
れる部分で食物繊維、
鉄分、カルシウムを豊
富に含んでいます。

小麦粉になる部分。
A…胚乳（約83％）

C…胚芽（約2％）
まさに小麦の生命源。
良質のたんぱく質、各
種ビタミン、ミネラルを
集中的に含んでいます。

D…小麦胚芽油
健康食品として世界的
に愛用されている小麦
胚芽から抽出された有
効成分。天然のビタミ
ン Eに富み、小麦1ト
ンから100グラムも
取れない貴重なもの。

E…小麦アルブミン
胚乳の中に含まれる水
溶性たんぱく質で、食
後の血糖値を抑制する
という作用があり、糖
尿病予防にも効果があ
ります。

C

B

A

消費者の皆様の
健康・栄養ニーズに
応える

日清製粉グループ　社会・環境レポート  2 00921
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　コエンザイムQ10（以下CoQ10）は、私た
ちの体内で生合成され、エネルギー産生や抗酸化

に寄与する物質として注目を集めています。

　日清ファルマ（株）は独自技術により「水溶化

CoQ10」を開発しました。脂溶性のCoQ10に
比べ、空腹時でもしっかり吸収するので、お食事

時に限らず好きな時に補給することができます。

　糖質（でんぷん）の消化吸収をおだやかにする

独自開発した「0.19小麦アルブミン」（小麦の水
溶性たんぱく質）を配合したことで、食後の血糖値

が気になり始めた方の食生活の改善に役立ちます。

　毎日トレーニングをしているアスリートの方や

マラソン、自転車競技、水泳など持久系スポーツ

をされる方、栄養素としてグルタミンを補給した

　国産プレミアムドッグフード「JP Style
（ジェーピースタイル）」を開発しました。ジェー

ピースタイルの研究・開発・製造のあらゆる過程

では、人間が食べる食品と同様の厳しい安全基準

を設定しています。さらに、素

材選びにもこだわり、主原料は

国産、すべての原材料・原産国

情報を開示しています。日本で

暮らす愛犬と飼い主の皆様に

「安心」をお届けするために、

全力で取り組んでいます。

█ 栄養補助食品　キューテンライフ50
　 （日清ファルマ）

█ 特定保健用食品　グルコデザイン

█ WGH Pro ウィグライプロ（日清ファルマ）

█ JP Style（日清ペットフード）

健康の保持・増進

体調の調節

アスリート用栄養補助食品

ペットの健康と栄養

JP Style
http://www.nisshin-pet.co.jp/jp-style/

W EB

ウィグライショップ

http://www.wgh.bz/

W EB

コーキューテン

http://www.coq10.jp/

W EB

うちのコお食事バランスチェック

http://www.nisshin-pet.co.jp/balance/

W EB

日清ペットフード「安心・安全」への取り組み

http://www.nisshin-pet.co.jp/anzen/

W EB

▼グルコデザイン

▼ウィグライ

WG Hと は 小 麦 グ
ルテン加水分解物
（W h e a t  G l u t e n 
Hydrolysate：ウィー
トグルテンハイドロラ
イセイト）の略称です

▼JP Style

い方向けに日清ファルマ（株）と順天堂大学・スポ 
ーツ健康科学部が共同で開発した本格スポーツサ

プリメントです。

　運動後の筋肉損傷を抑える作用を始め、免疫機

能の向上などの作用が確認されている小麦グルテ

ン加水分解物を含んでいます。

▼キューテンライフ

「コエンザイムQ10食品
規格基準」に適合した製
品であることを認定する
「JHFAマーク」を取得

0.19小麦アルブミンは食後の急激な血糖値の上昇を
緩和します ▼「安心・安全」への取り組み

　トップページ
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　当社グループでは、日清フーズ（株）と日清ファ

ルマ（株）の家庭用製品についてのお問い合わせや

ご指摘の対応窓口として、「お客様相談室」を設

け、常に消費者の皆様にご満足をいただけるよう

に努めるとともに信頼向上に取り組んでいます。

2008年度の受付件数は、約29,300件でした。
　また、直接お問い合わせのあった消費者の皆様

だけでなく、より多くの消費者の皆様と対話でき

るよう、主なお問い合わせ内容をウェブサイト「お

客様とのつながり」の「よくある質問 FAQ」で
情報提供しています。

　当社グループは、消費者の皆様との対話を大切

に、迅速・正確かつ誠意をモットーとして、よりご満

足・よりご納得いただける対応を心掛けています。

そして、皆様からお寄せいただいた声は、全社で活

用し、よき製品づくりやサービスの改善に活かして

います。

　消費者の皆様が食品企業に寄せられる大きな関心事

は「安心・安全」です。どんなに安全性が、科学的に

証明されても、消費者の皆様が安心であると感じてい

ただけるかどうかは、その企業の基本姿勢にあると当

社グループでは考えます。

お客様相談室

PLAN

D O

　2008年度、お客様相談室に寄せられた日清
フーズ製品に関する消費者の皆様の声は、82%

ご相談への対応

消費者の皆様の声を活かす
消費者の皆様の声を事業活動に反映させ、消費者満足度向上に努めるとともに、
消費者起点の企業活動を目指します。

・ 消費者の皆様との応対品質を
　高める

・ 消費者の皆様の声を製品に 
 活かす

お客様とのつながり

http://www.nisshin.com/customer/

W EB

全社で力をあわせて、
より満足度の高い対応と
当社グループのファンづくりに
努める

社会性報告 お客様とのかかわり

・ 消費者対応ウェブシステム 
 「CHORUS」の活用
・ 容器包装表示内容レビュー
・ 品質改善会議
・ 消費者満足度調査

　ペットフードのご相談は、専門性が高いため、

専用のお客様相談室を日清ペットフード（株）内に

設けています。相談室では、商品についてのお問

い合わせへの対応だけでなく、専門知識のあるス

タッフがカウンセリングにあたるなど、消費者の

皆様からの多様な相談にきめ細かくお応えしてい

ます。

█ 日清ペットフードお客様相談室

▼受付件数
　（日清フーズ）

▼受付件数
　（日清ファルマ）

2008年度
件数

約26,700件

お問い合せ
他（ご意見等）

お問い合せ
他（ご意見等）

82％ 98％

ご指摘
18％

ご指摘
2％

2008年度
件数

約2,600件

CHECK & ACTION

日清製粉グループ　社会・環境レポート  2 00923
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▼お問い合わせ内容
　の内訳（日清フーズ）

▼ご指摘内容の内訳
　（日清フーズ）

はお問い合わせ他、18%がご指摘でした。
　原料原産地のお問い合わせに対しては、商品情

報検索システムを活用し、迅速かつ的確にお応え

しています。また、毛髪等の混入物、味や臭い等

の品質、包装の破袋等のご指摘に対しては、消費

者の皆様に十分ご納得いただけるよう、徹底的な

原因究明と詳しい調査報告に努めています。

　2008年度に社内ネットワークを利用した
「CHORUS（消費者対応システム）」を導入しま
した。当社グループでの消費者対応の見える化と

情報共有が実現され、調査部門や訪問対応する営

業部門とのスムーズな連携、研究開発部門での消

費者の皆様の声の活用、品質部門でのリスク管理

の強化等が推進されました。

　お客様相談室は、新製品・リニューアル品の開

発に発売する前から参加し、表示内容がわかりや

すいか、誤認性はないかなど、消費者の皆様の目

線で徹底的にチェックし、最終的に表示承認を

行っています。

　お客様相談室では、消費者の皆様に私たちの対

応についてのアンケートへのご協力をお願いして

います。2008 年度も「原因の究明」「納得のい
く説明」を望むといったご意見が多く、今後も質

の高い相談対応とよりご満足いただける対応を目

指します。

█ 容器包装表示内容レビュー

█ お客様満足度調査の実施

　お客様相談室主催で、グループ会社の品質保証・

生産・開発研究の各部門の担当者が、消費者の皆

様からの声を検討し、改善する「品質改善会議」

を毎月1 回開催しています。会議では2008 年度、
18 件の改善提案を行い、そのうち改善につながっ
たものは10 件（56%）となっています。

█ 品質改善会議

消費者対応ウェブシステム「CHORUS」

消費者の皆様の声を活かす

安全衛生
24％

使用法
38％

件数
約21,800件

件数
約4,900件

販売　
サービス　

20％　

製品（品質）
7％

製品（包装）  3％

その他
8％

その他　1％

品質
31％

包装
22％

身体
2％

混入物
44％

改善前 改善後

賞味期限表示について、西暦か和暦か分からないとのお問い合わせ
が多く寄せられましたので西暦2桁から4桁表示に改善しました。

▼製品改善事例　マ･マー スパゲティ　全品

605040302010

▼お客様満足度調査の内訳（消費者の皆様が望む対応）

0（%）

原因究明 50

納得のいく説明 43

丁寧な対応 43

再発防止策 38

迅速な対応

（2009年5月実施）

35

　当社グループのウェブサイトを消費者の

皆様の使い勝手や利便性の向上に努めるた

め、４年ぶりにリニューアルしました。「お

客様とのつながり」では、お客様からお問

い合わせの多いご質問に対する回答や改善

事例の掲載を行っています。

●  ウェブサイトのリニューアル

▼「お客様とのつながり」トップページ

お客様とのかかわり 24



社
会
性
報
告

　小麦粉はさまざまな商品の素材として活用さ

れ、「食」を楽しく、豊かにする原動力になって

います。日清製粉（株）ではパン・麺・菓子メーカー

様をはじめとした約4万軒のお得意様と小麦粉の
素晴らしさを分かち合い、共存・共栄していくた

めに、小麦粉市場の拡大に努めています。

　当社グループの製品をご利用・販売いただくお得意

様の利益が上がってこそ当社グループの存在意義があ

ると考えています。

　お得意様の問題解決のお手伝いや消費者の皆様に喜

んでいただくための新しい製品アイデアなどをご提案

し、お得意様のCSR活動にとってよきパートナーで
あるよう努めます。

小麦粉の素晴らしさを分かち合う

PLAN

・  信頼をベースに安心・安全かつ
高品質の製品を提供する

・  常にお客様に最大の満足を 
得ていただくよう努める

　日清製粉（株）独自のモニター制度「フラワーモ

ニター」により生活者動向を常に把握し、お得意

様の課題解決に役立てています。

　ベーカリー様の技術向上や新製品開発のヒント

を提案するセミナーを開催しています。2008年

度はビタミン、ファイバー、ミネラルなどの栄養

素を豊富に含んだレーズン・フィグを副資材とし

て使用したパンや菓子を紹介しました。

　営業担当と製パン・製麺技術者が協力して、お

得意様の新商品開発を支援し、技術講習会などを

開催しています。また、生産性向上（ロス削減等）

や品質・衛生・安全管理指導や小麦粉食品加工の

理論や周辺知識・技能の習得を支援しています。

█ フラワーモニター

█ ベーカリー様向けセミナーに協力

█ 製パン・製麺技術者によるテクニカルサポート

D O

・  お得意様と協力して市場の 
活性化を図る

・  お得意様のCSR活動にとって 
よきパートナーであるよう努める

・ 製品の新しい価値を提案する
・  お得意様の課題解決に 
貢献する

CHECK & ACTION

　（株）日清経営技術センターで

は定期的に業界ニュースやトレ

ンド、生活者動向などビジネス

に役立つ「NKCレーダー」を
会員向けに発行し、情報提供を

しています。

█ お得意様の課題解決に向けて

NKCレーダー

お得意様とともに歩む
お得意様と協力し、市場活性化や業界発展のためのさまざまな活動を行っています。

ベイキングセミナー

セミナーでつくられた
サンプル

社会性報告 お客様とのかかわり

日清製粉グループ　社会・環境レポート  2 00925



コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ガ
バ
ナ
ン
ス

社
会
的
責
任
へ
の

基
本
姿
勢
と
行
動
基
準

お
客
様
と
の

か
か
わ
り

お
取
引
先
と
の

か
か
わ
り

株
主
・
投
資
家
の

皆
様
と
の
か
か
わ
り

社
員
と
の

か
か
わ
り

社
会
と
の

か
か
わ
り

地
球
環
境
と
の

か
か
わ
り

　当社グループでは、国際規格やお得意様の定め

た取引先行動基準（Code Of Conduct）にも
とづいたサプライヤー監査について積極的かつ誠

意を持って協力しています。

　日清製粉（株）は「美味しさと健康を提供する飲

食の世界」をテーマにした’08めん産業展に出展
し、小麦全粒粉「スーパーファインハード」を使

用した食物繊維入り和風麺を手軽に楽しんでいた

だけるメニューを提案しました。

　（株）日清経営技術センターは、経営者の方を対

象に毎年「秋季経営セミナー」を開催しています。

2008年度は経済ジャーナリスト 財部誠一氏の
ご講演「世界のいまを斬る～原料高騰の裏側」等

を提供しました。

█ CoC監査の受審

█ ’08めん産業展に出展

█ 日清製粉　秋季経営セミナー

CSR活動のよきパートナーであるために

　お客様に本当においしいお好み焼きを知ってい

ただくために、Konaフェスタ2008（p37参照）
において、「にっぽんお好み焼き協会」様の協力

を得て、関東地区で初となる一般生活者を対象と

した「お好み焼き教室」を開催し、来場した方々

からご好評をいただきました。

█   「にっぽんお好み焼き協会」様の協力を得て 
関東初のお好み焼き教室を開催

　大阪コナモン博覧会・東京ラーメン博覧会実行

委員会が2008年10～ 12月に開催した「第２
回大阪コナモン博覧会」、「第１回東京ラーメン博

覧会」に協賛しました。博覧会には粉もんのお店、

全500店が参加し、「街を食べ歩く博覧会」にな
りました。

█ 大阪コナモン博覧会・東京ラーメン博覧会に協賛

ブースの様子

Konaフェスタ2008での「お好み焼き教室」

にっぽんお好み焼き協会

http://www.okonomiyaki.to/

W EB

　製パン・製菓・製麺な

どに業務用小麦粉・ミッ

クスをご利用のお得意様

（ユーザー、卸業の皆様）

が対象の会員制サービス

で、新製品の紹介・製品

レシピ・市場トレンドな

どの情報をインターネッ

ト上で提供しています。製品開発や製法上

のお問い合わせには専門スタッフがお応え

しています。

　大阪府では８月を「食育推進強化月間」

と定め、「野菜バリバリ朝食モリモリ」を合

言葉に食育の取り組みを進めています。日

清フーズ（株）関西営業部は学校や家庭、地 
域、産地、企業等が連携した参加型イベント

「おおさか食育フェスタ」に出展し、「ホット

ケーキでしっかり朝食」を提案しました。

●  会員制コミュニケーションクラブ 
「創・食Club」

創・食Club
 http://www.e-sousyoku.com/

W EB

ブースの様子

●  「おおさか食育フェスタ2008」に出展

お客様とのかかわり 26
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　当社グループでは、商品・サービスの品質や

供給力、実績などを公正に評価してお取引先を

選定しています。ご提供いただく原料・資材や

サービスを通じて信頼関係を築き、社会の一員

として、ともによりよい社会実現のために努力

していきます。

PLAN

D O

█ 独占禁止法の周知徹底

█ インサイダー取引規制の遵守

　社員は自らの行動に関し、法令や企業倫理およ

び社会規範を遵守し、公正な取引を推進します。

　社員は不正な利益供与・接待・贈答を行わず、

お取引先や業界等に対しても、社会通念上の節度

　当社グループでは生産・販売・購買等の各分野

において独占禁止法を遵守し、公正で自由な競争

のなかで事業活動を推進しています。販売取引に

おいて想定される具体的事例などを紹介した「独

占禁止法遵守マニュアル」を作成し、説明会開催

などにより社員に徹底しています。

　社員はその職務に関して知り得た非公開の重要

情報の取り扱いには十分留意し、この情報をもと

にした当該会社の株式売買等を行いません。

企業倫理・社会規範の遵守

不正な利益供与の禁止

お取引先（サプライヤー）の
立場を尊重し、
共存・共栄を図る

・ 関連法令の遵守
・ 公正な取引
・ お取引先との協働による品質保証
・ 機密情報の管理徹底と
 知的財産権の保護

良好な
パートナーシップの強化

CHECK & ACTION

█ 下請法（下請代金支払遅延防止法）への対応
　当社グループでは公正な取引を実践するため

に、「下請法遵守マニュアル」を作成し、運用を

徹底するよう努めています。また、グループ内の

関係部署に対して随時社内調査を実施し、下請法

の違反を未然に防止するようにしています。

を守ります。また、市民社会の秩序や安全に脅威

を与えるような反社会的な勢力からの不当な要求

には、屈することなく毅然として対決します。

　当社グループでは製品のサプライチェーンを担

う重要なパートナーとして、製造委託先について

も品質保証を中心に緊密な連携をとっています。

消費者視点に立った品質保証にもとづいた製品安

全を確保するという当社グループの姿勢をご理解

いただき、グループ事業会社と同等の基準でPL
法と ISO9001、ISO22000、HACCPにもと
づいた監査を実施しています。

お取引先との協働による品質保証

 お取引先との
かかわり

社会性報告

【私たちの基本姿勢】公正かつ自由な競争原則のもと、相互信頼
をベースに相手の立場を尊重してその成果をともに分かち合う
ことにより、共存・共栄を図ります。

日清製粉グループ　社会・環境レポート  2 00927



コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ガ
バ
ナ
ン
ス

社
会
的
責
任
へ
の

基
本
姿
勢
と
行
動
基
準

お
客
様
と
の

か
か
わ
り

お
取
引
先
と
の

か
か
わ
り

株
主
・
投
資
家
の

皆
様
と
の
か
か
わ
り

社
員
と
の

か
か
わ
り

社
会
と
の

か
か
わ
り

地
球
環
境
と
の

か
か
わ
り

▼ 小麦の輸入方式

輸入

売渡契約

輸出国
（米・加・豪+その他の国）

実需者
（製粉企業等）

輸入委託日本
政府

F L O U R
M I L L S

輸入業者

　小麦粉を直接積み込むバルク車のタンク内は常

に衛生的な状態を保つよう清掃の頻度や方法が決

められ、ハッチや部品の取り扱いなど、きめ細か

い手順が定められています。輸送を担う運送会社

との勉強会を定期的に実施し、日清製粉（株）の責

任として管理しています。

　原材料を調達するにあたり、お取引先には、原

材料が規格を満たしていることを証明する規格書

や保証書を発行していただいています。また、開

発担当者や品質管理担当者がお取引先を訪問し、

原材料が当社の規格を満たしているかどうか確認

します。

　社員は取引を通じて知り得たお取引先の各種機

密情報の重要性を十分に認識し、その管理を徹底

するとともに、不正あるいは不用意に利用・開示

しません。また、知的財産権（著作権・商標権・

特許権等）の保護に努め、他人の権利の侵害や不

正使用を行いません。

お取引先への訪問（日清フーズ）

機密情報の管理徹底と知的財産権の保護

定期的な勉強会の開催（日清製粉）

　日本で消費される小麦の約9割は輸入、1
割が国産です。輸入小麦のほとんどは「主要

食糧の需給及び価格の安定に関する法律」の

もとに、アメリカ、カナダ、オーストラリア

を中心とした諸外国から日本政府（農林水産

省）が調達しています。政府が調達国との間

で長年構築してきた信頼関係によって、安定

した調達が行われています。

●  小麦の調達
　国内においては、2007年4月から政府売
渡価格の制度が、従来の「標準売渡価格制度」

から国際穀物相場の影響を受ける「相場連動

制」に変わりました。

　当社グループでは、お客様をはじめ関係者

の皆様に制度の仕組みをご説明し、ご理解い

ただくよう努めています。

●  小麦の売渡制度

▼ 政府からの小麦売渡制度の変更
（2007年4月～）

相場連動制
マークアップ固定

B年A年

買入価格（変動）

※政府売渡価格と政府買付価格の差額をマークアップ
　（売買差益） と呼んでいます。

標準売渡価格制度
マークアップ（変動）

B年A年

買入価格（変動）

07年3月末まで
売渡価格は1年間固定

07年4月以降
売渡価格は買入価格変動
に応じ当面年2回改定

バルク車

お取引先とのかかわり 28
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　当社グループは、健全な事業活動を通じて適正利潤

を追求するとともに、これを各ステークホルダーに適

正に還元し、企業としての永続的な発展を図ります。

　社員は自己の職務に精励し創意工夫と絶えざる革新

により業績の向上を図り、株主はじめステークホル

ダーの皆様の期待に応えます。

　当社は、現在および将来の収益状況・財務状況

を勘案するとともに、連結ベースでの配当性向

30%以上を基準として、株主の皆様のご期待に
応えていきます。当期（2008年度）の年間配当
は1株につき18円といたしました。

株主の皆様への利益還元

株主・投資家の
皆様とのかかわり

社会性報告

【私たちの基本姿勢】長期的な企業価値の極大化
を基本方針としてグループ経営を展開します。高
い収益力と着実な成長力を保持し効率的な資産活
用を図るとともに、適正な配当を行います。同時
に適時・適切・継続的な情報開示を図る事により、
各ステークホルダーから正しい理解・評価・信頼を
得られるように努めます。

D O

・  適時・適切な情報開示と 
ツールの充実

・  投資家・アナリストの 
皆様との対話の充実

CHECK & ACTION

企業としての誠実さが
社会から評価されています

・  SRI インデックスへの組み入れ

・  株主はじめステークホルダーの
　皆様の期待に応える

・ 株主の皆様への適正な利益還元

PLAN

　当社グループの情報開示の姿勢を一層明確化す

るため、情報開示に対する「情報開示指針（ディ

スクロージャー・ポリシー）」と「情報開示規程」

を制定しています（2006年9月）。
　また、全社的な開示に関する統制を目的に「開

示委員会」を設置し、重大事故・災害等のクライ

シスが発生した場合や決算に関する情報について

適時・適切な情報開示に務めています。

ディスクロージャー・ポリシー

http://www.nisshin.com/ir/disclosure/

情報開示方針と体制

W EB

日清製粉グループ　社会・環境レポート  2 00929
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　当社では、株主総会を最高意思決定機関である

とともに株主の皆様との重要なコミュニケーショ

ンの場と位置付けています。なお、2008年から
「国内外の機関投資家向け議決権電子行使プラッ

トフォーム」に参加しています。

・ 発行済株式の総数…251,535,448株
・株主数…14,690名

株式情報（2009年3月31日現在）

　国内外の株主の皆様への情報開示推進のために

ウェブサイトに「決算短信」「有価証券報告書」「株

主報告」をはじめ、10年分の「財務データ（BS、
PL、CS）」等の資料や英訳版資料を掲載してい
ます。

　FTSE4Good Index Seriesはロンドン証券
取引所と英フィナンシャル・タイムズ紙の出資す

る、国際的指標会社 FTSE社が開発した世界で
もっとも有力な SRIインデックスで、世界の優
良企業900社（うち、日本企業は200社）が選
ばれています。当社は2003年から連続して構成
銘柄に組み入れられています。

　株主の皆様へ感謝の気持ちを込め、1単元（500
株）以上を保有されている方に、当社グループの

製品を贈呈しています。

　2006年度実績から、海外投資家の利便性向上
のため、英文連結財務諸表を作成しホームペー

ジに掲載しています。また、当社グループの英

語版ホームページに「A Guide for Foreign 
Investors」を設置し、英文資料の解説や年間
スケジュールを解説しています。

　当社グループでは IR専任部署として IR室を設
置し、機関投資家・アナリストの皆様との対話を

すすめています。

　当社グループをより具体的に理解していただく

ために、機関投資家・アナリストの皆様に対し「工

場見学会」を開催しています。生産現場を実際に

▼SRIインデックスへの組み入れ状況

█ 工場見学会の開催

株主総会

株主優待制度

英文連結財務諸表の作成

投資家・アナリストの皆様との直接対話

情報開示ツールの充実

SRIインデックスへの組み入れ

　機関投資家・アナリストの皆様との個別ミー

ティング（取材対応・個別訪問）などを通じ、い

ただいたご意見・ご要望は経営トップに報告し、

事業運営の参考にしています。また、2008年度
は経営トップが出席する機関投資家向けスモール

ミーティングを4回実施しました。

　年2回の決算説明会と必要に応じて戦略説明会
等を開催しています。経営トップが自らの言葉で

決算や経営戦略について説明し、機関投資家・ア

ナリストの皆様と積極的に意見交換を行うこと

で、当社グループの現状と目指すべき姿について

ご理解いただくように努めています。

█ 決算説明会の開催

█ 個別ミーティング

▼株主構成比（所有者別）

SRI
インデックス

FTSE4Good Global Index
（2003年から連続）

ご覧いただき、当社グループの生産性の高さや、

安心・安全に配慮した品質管理体制、環境への取

り組み等についてより一層ご理解いただくよう努

めています。

株主・投資家の皆様へ

http://www.nisshin.com/ir/

W EB

http://www.nisshin.com/english/W EB

http://www.ftse.com/Indices/
FTSE4Good_Index_Series/

W EB

金融機関 
44.8％
（99名）
112,827千株

その他法人
20.7％
（358名）
52,057千株

個人・その他
15.8％
（13,879名）
39,645千株

外国人 
16.9%
（320名）
42,449千株

証券会社 
1.8％
（34名）
4,556千株

株主・投資家とのかかわり 30
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人材育成と人事評価
社員の能力・意欲を育て、その能力・意欲を仕事のなかで活かし、
能力・意欲・業績を公正に評価し、処遇します。

社員との
かかわり

社会性報告

【私たちの基本姿勢】人間性尊重を基本とした相互信頼のもと、
社員一人ひとりが仕事を通じて喜びと生き甲斐を感じながら、
能力と個性を最大限に活かせ、安全で健康的に働く事の出来る
職場環境づくりを行います。また、健全な生活水準の維持・向上
の実現を目指すとともに、社員自らが変革を求め個人として絶
えず成長していく事を期待し、援助していきます。

▼人事制度の全体像の概念図

人事の基本姿勢

・ 役割・資格に応じた処遇
・ 賃金制度
・ 表彰制度
・ 退職金制度

・ 目標管理を反映した賞与評定
・ 昇給査定
・ 昇格進級評定

・ 目標管理を通じての日常コーチ
・ ローテーション制度
・ 能力開発制度
・ 自己啓発支援

・ 国内外派遣制度
・ 語学力向上支援制度
・ 人事面談

・ 異動
・ 役職任免
・ 目標管理による業務推進
・ 自己申告
・ 上長観察
・ 公募制度
・ グル－プ人材登録制度評価

処遇 活用

育成

　当社グループでは、人事の基本理念として、「人間尊重」と「相互信頼」を掲げ、

「会社と社員は成長と発展を共有するパートナー」であると考えています。

　時代の変化に即応して常に新しい課題を設定

し、それに果敢にチャレンジして着実にやり遂げ

ていくことのできる人材育成を目指しています。

人材育成

　能力主義にもとづき、社員一人ひとりの能力・

技量、仕事への取り組みとその成果を公正に評

価しています。また、目標管理制度を通じて評

人事評価

価の透明性や社員の納得度を高め、その結果を

処遇に反映することで、意欲の高揚を図ってい

ます。

　社員の能力は多様な人材育成の仕組みを通し

て向上し、仕事のなかで活かされ、評価されま

す。評価の結果は処遇に反映するだけでなく、

次のステージへステップアップするための育成

材料として活用しています。

能力向上のサイクル

会社の成長・発展は、個々の「社員」の成長とともにあります

日清製粉グループ　社会・環境レポート  2 00931
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　当社グループでは、外部教育機関などへの派遣

制度や専門分野別人材委員会の活動を通して、社

員の専門能力育成の推進を図ると同時に、社員一

人ひとりの資格・役割に応じた独自の各種研修制

度を設け、社員自らスキルアップできる環境づく

りに努めています。

　国内外の大学・大学院・研究所などに社員を派

遣し、専門知識や技能の習得によりグローバルな

人材を育成する「国内外派遣制度」を設けています。

　グループ内に技術系の人材委員会を設置し、専

門分野ごとに系統的な能力開発を推進しています。

　人材委員会では各分野の人材交流や専門性の高

い研修を実施するほか、社内独自の基準でテクノ

ロジーエキスパートを認定しています。テクノロ

ジーエキスパートは、より高品質で安心・安全に

配慮した製品を生みだすための技術や技能の向上

と伝承に努めています。現在延べ74名が実務・
教育面で活動しています。

人材育成の仕組み

　当社グループでは、公平・公正な評価の実現を

図る仕組みとして、目標管理制度を導入していま

す。社員は、年2回半期ごとに目標の設定と成果
の振り返りを行う上司との面談を実施します。設

定する目標は「職能基準書」のレベルが基本とな

ります。上司は目標の実行段階で部下の職務遂行

状況を観察し、コーチによる日常的な育成を実施

します。振り返り面談では、目標達成度の自己評

価や成果をあげたプロセスについても確認しま

す。面談の結果は公正に評価に反映されています。

　キャリア研修・面談は、社員自らが自分のキャ

リアの現状と適性を把握し、今後のキャリアの方

向とそのための能力開発のポイントを認識するこ

とを目的としたプログラムです。その後の能力開

発の仕組みとして、選択型研修や自己啓発支援制

度等があります。

　技術競争力を強化し、経営目標の達成可能な技

術者の育成を目的としています。また、社員の「個」

を重視する考えにもとづき、個人への支援を通じ

て社員の能力が最大限に引き出されることを目指

しています。

　全社員必修の研修です。新入社員から管理職ま

で、それぞれの社員の資格に応じて必要とされる

能力の開発とスキル・知識の習得を目指しています。

人事評価の仕組み ─目標管理制度の運用─

 【キャリアアプローチ】

 【技術能力向上研修】

 【全員参加型研修】
█ 研修制度

 【グローバルな人材の育成】

 【技術系人材の育成】

█ 専門能力育成の推進

　日清製粉（株）では、2009年2月、製粉
技能の技術力向上と技術伝承を目的に第1
回製粉技能オリンピックを開催しました。

入賞した13名の社員には製粉技能マイス
ターの証として特製のペッカーベラ※が贈

呈されました。
※小麦粉の色でその品質を見分ける方法をペッカー試験と
いい、試験で必要とするヘラのことを指します。

● 製粉技能オリンピック

▼各種研修一覧（一部抜粋）

全員参加型 選抜型 技術能力向上 キャリアアプローチ

・コンプライアンス研修 ・新任営業マン交通安全研修 ・技術経営塾 ・キャリア研修（28歳、35歳、50歳）
・メンタリング ・キャリア採用フォロー研修 ・開発塾 ・キャリア面談（28歳、35歳、40歳）
・新入社員研修（グループ共通） ・女性ビジネスリーダー研修 ・安全管理者研修 ＜自己選択型メニュー＞
・新入社員フォローアップ面談 ・新任評定者研修 ・安全リーダー研修 ・プレゼンテーション研修
・新入社員フォローアップ研修 ・評定者フォロー研修 ・技術者安全研修 ・プレーイングマネージャー研修
・5年目研修事前通信教育 ・新任組織管理者研修 ＜GET　UP計画＞ ・女性活躍セミナー（女性社員向け）
・課題解決力向上研修（入社5年目） ・出向者研修 ・第一次研修（入社1年目） ・女性活躍セミナー（管理者向け）
・アセスメント研修 ・労務管理者研修 ・設備保全研修（入社2年目） ・メンタルヘルス研修
・執務系リーダー研修 ・債権管理研修 ・分析技術研修（入社3年目） ＜自己啓発支援＞
・執務系キャリアアップ研修 ・事業経営者育成プログラム ・第ニ次研修（入社4年目） ・通信教育
・新任管理職研修 ・中堅技術者研修（入社6年目） ・語学力向上支援制度（TOEIC）

社員とのかかわり 32
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　人種・国籍・性別・年齢・障がいの有無などの

違いだけでなく、価値観・宗教・信条等の違いを

認め、お互いを尊重しあう職場づくりを目的とし

て、1977年に専門部署を設置しました。
　現在は、（株）日清製粉グループ本社人事部人権

啓発室がその役割を担っており、全役員・社員を

対象に人権研修を行っています。2008年度は、
「世界人権宣言60周年」をテーマに、職場の人
権に取り組みました。また、新入社員や新任管理

職に対しても人権研修を取り入れています。

人間性を尊重した働きやすい職場づくり

女性の活躍を推進

　現在も役員や管理職として活躍している女性が

いますが、さらなる女性社員の登用・活躍を図る

ために、グループとして事務系・技術系のいずれ

の分野においても女性の積極的な採用を推進して

います。育成面でも、入社10年目を目安に女性
総合職のリーダー育成を目的として外部研修へ派

遣するなど、女性のキャリアアップを積極的に支

援しています。

　当社グループでは、障がい者の採用を積極的に

行っており、（株）日清製粉グループ本社では法定

雇用率1.8％を大幅に上回る3.9%（2009年度）
の障がい者雇用率となっています。また、当社グ

ループの主要各社※でも法定雇用数を満たしてお

り、全体で2.36％の障がい者雇用率となっていま
す。採用後は、一人ひとりの障がいの内容、希望な

どを考慮し、配属先や担当業務、勤務時間帯などを

決めるとともに、職場環境の整備を行っています。

障がい者の雇用促進

働きがいのある職場づくり
人間性と多様性を尊重し、ワーク・ライフ・バランスに配慮した職場づくりに取り組んでいます。

社会性報告 社員とのかかわり

　個人の価値観やライフスタイルに応じて、社員

が仕事と家庭のバランス（ワーク・ライフ・バラ

ンス）を取ることができ、そのなかで一人ひとり

が最大能力を発揮できるよう、各種制度・態勢の

整備をすすめています。

　また、これまで多数の制度を導入してきました

が、社員が利用できることや利用者のみならず

　満60歳で定年退職した社員に対し、最長65
歳まで働く機会を提供する ｢エルダー社員制度｣ 
を2002年から運用しています。当社グループ
の主要各社※では、2008年度も、18人の社員が
この制度を利用し、2002年度以降この制度を利
用した社員は延べ150人を超えています。経験、
知識が豊富なエルダー社員は、若手社員への技術

伝承も行い、当社グループで活躍しています。

定年退職者の再雇用

ワーク・ライフ・バランス施策

（年度）

▼日清製粉グループ本社の障がい者雇用率

4

2
1

0

（%）

05 06 07 08 09

3.12

2.56

3.81

3.61

1.8

3.90

人間性と多様性尊重への基本姿勢

　当社グループでは、企業行動規範のなかで「人間性の尊重」を掲げ、事業活動のあらゆる分野において

人間性を尊重し、個人の尊厳を傷つける行為を一切行わないことを定めています。また、社員一人ひとり

のライフステージにあわせた柔軟な制度の充実や、働きがいのある職場環境づくりに取り組んでいます。

人間性を尊重し、快適で働きがいのある職場づくりを目指します

※（株）日清製粉グループ本社、日清製粉（株）、日清フーズ（株）、日
清ペットフード（株）、日清ファルマ（株）、日清エンジニアリン
グ（株）、日清アソシエイツ（株）の7社。

※（株）日清製粉グループ本社、日清製粉（株）、日清フーズ（株）、日
清ペットフード（株）、日清ファルマ（株）、日清エンジニアリン
グ（株）の6社。

法定雇用率

日清製粉グループ　社会・環境レポート  2 00933



コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ガ
バ
ナ
ン
ス

社
会
的
責
任
へ
の

基
本
姿
勢
と
行
動
基
準

お
客
様
と
の

か
か
わ
り

お
取
引
先
と
の

か
か
わ
り

株
主
・
投
資
家
の

皆
様
と
の
か
か
わ
り

社
員
と
の

か
か
わ
り

社
会
と
の

か
か
わ
り

地
球
環
境
と
の

か
か
わ
り

　グループ各社では、社員が仕事と育児を両立す

るための環境を整備すべく、「次世代育成支援対

策推進法に基づく行動計画」に取り組んでおり、

次世代育成支援対策に取り組む企業として認定を

受けています。

周囲の人に知ってもらうことが大事との観点か

ら、制度に関するＱ＆Ａのイントラネットへの掲

示や、「仕事と家庭の両立支援制度ハンドブック」

の配布（次世代法に取り組んでいる会社のみ）を

しています。今後も、仕事と家庭の両立がしやす

い職場風土づくりを目指し、制度が十分に活用さ

れるようより一層取り組んでいきます。

　心身をリフレッシュし、その後の生活設計を考

える一助とする目的で、年次有給休暇とは別に、

会社生活の節目の満年齢に連続した休暇を付与す

る制度があり、積極的に活用されています。

リフレッシュ休暇制度

▼年齢と連続休暇日数

※勤続満3年以上の社員が対象。年齢は4月1日現在の満年齢基準による。

年齢 連続休暇日数
満35歳 連続4日間
満45歳 連続8日間
満55歳 連続4日間

　当社グループでは、すべての海外事業拠点（現

地法人）において、ILOをはじめとした国際的規
律を遵守した雇用を行っています。特に主要な海

外事業拠点であるアジア地域では、雇用の最低年

齢や年齢の確認方法、実際の雇用状況についての

定期的な調査を2007年度から実施しています。
　さらに、こうした海外子会社へ技術者や生産担

当者を派遣して安全基準の徹底を図るとともに、

積極的に技術伝承をしています。また、マネー

ジャー職への登用や研修を目的に、現地社員の日

本への派遣も行い、現地社員の成長を支援してい

ます。

　2008年1月には、タイ日清テクノミック（株）
において、お客様との共同開発あるいはお客様へ

の積極的な提案を目的としたＲ＆Ｄセンター（商

品開発センター）を開設しました。少数の日本人

スタッフと多くのタイ人スタッフが協働する形で

運営し、現地完結型の事業展開を推進しています。

海外事業所の取り組み
次世代育成支援対策推進法への取り組み

▼育児・介護支援制度の仕組み（グループ各社の制度例）

妊娠、出産、育児支援の充実
・産前・産後各45日間の有給休暇
・配偶者出産時の3日間の有給休暇
・最大2年間の育児休職
・育児休職の一部有給化
・時間外労働または休日労働の免除
・子の看護休暇（時間単位）
・育児費用補助
・育児期間中に選択できるコース転換制度
・出産・育児等の理由で退職する社員の再雇用制度

介護支援の充実
・複数回での取得(合計93日)または連続最長１年間の介護休職

・無利息での介護休職貸付金
・介護費用補助
・介護休暇

　35歳の時にリフレッ
シュ休暇を取った経験か

ら、家族も制度をよく知っ

ていました。満45歳は最
も長い連続8日間！家族の期待も大き
く、年度始めから「やっぱり海外だよね」

と相談し、5泊6日のハワイ旅行を決行。
久し振りの海外旅行でしたが、英語が話

せるようになった子ど

もたちの成長を実感する

とともに、家族の絆を深

める機会になりました。

上司や同僚の理解と支

援が有り難かったです。

●  リフレッシュ休暇を取得して 
（株）日清製粉グループ本社技術部　関口 聡

くるみんマーク

▼次世代育成認定取得状況

07
年度

（株）日清製粉グループ本社、
日清製粉（株）、日清フーズ（株）、
日清ファルマ（株）、
オリエンタル酵母工業（株）

08
年度 大山ハム（株）

09
年度

（株）日清製粉グループ本社、
日清製粉（株）、日清フーズ（株）、
日清ファルマ（株）

社員とのかかわり 34
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　従来、当社グループの安全衛生業務は工場、研

究所の労働安全衛生管理を主としてきましたが、

昨今では大規模地震や新型インフルエンザに対す

るBCP、海外事業場の安全体制強化、リスクア
セスメント活動の定着と活性化等々、カバーすべ

き範囲が拡大してきました。今後の業務運営をよ

り円滑に推進し、スピードアップを図るため、「技

術本部長付安全衛生担当」を廃止し、「安全衛生

管理室」を設置しました。

安全衛生管理室の設置

社会性報告 社員とのかかわり

　当社グループは、年度ごとに安全衛生管

理方針を定め、労働安全に対する考え方を

社員と共有しています。当社グループの安

全衛生管理は事業場ごとの安全衛生年度計

画にグループ全体の年度行事を織り込んで

実施しています。

社員の安全と健康のために
安全衛生管理方針のもと、社員の心身の健康を確保し、
安心して働ける職場づくりに努めています。

▼安全衛生活動の実行・推進体制

社長

安全衛生担当取締役

グループ会社　安全衛生責任者

安全衛生推進委員会

事業場長

事業場　安全衛生委員会

日清製粉グループ本社　 横断的な委員会
連結子会社・関連会社

D O

・ リスクアセスメント
一部の人の活動から全員
参加の活動へ

・ 交通事故防止活動
深夜の事故防止、交通安全
管理システム導入検討

・ 新型インフルエンザ
感染予防対策の周知

・ リスクアセスメント
作業のなかに潜む
見えないリスクの抽出

・ 交通事故防止活動
部署単位での安全運転宣言、
交通安全強調月間の設定

・ 新型インフルエンザ
状況に応じた対応

CHECK & ACTION

PLAN

安全衛生管理委員会

安全衛生管理室

安全衛生管理方針
　「安全はすべてに優先する。災害は防止す
ることができ、また防止しなければならない。」
　管理・監督者は、リスクアセスメントのリ
スク抽出の幅を拡大し、危険ゼロの快適な職
場環境の形成を積極的に推進します。社員一
人ひとりは決めたことを守り、危険を常に感
知し、不安全な行動を絶滅するとともに、不
安全状況を改善し、心と身体の健康の維持・
増進に努めます。

日清製粉グループ　社会・環境レポート  2 00935
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■交通事故　 不休災害　 休業災害　●小火・火災

　2008年度は、休業災害3件と2007年度と同
数でしたが、不休災害は11件と2007年度より
6件減少しました。交通事故は、51件と2007
年度より16件減少しました。小火は3年ぶりに
1件発生しました。
▼災害発生状況の推移

2008年度の災害状況

心の健康のために

リスクアセスメント※

　2005年度にリスクアセスメント活動をグルー
プ内に展開する方法を構築し、現在はすべての工

場、研究所に定着しています。2008年度はその
活動により災害件数が減少しています。
※リスクの大きさを評価し、そのリスクが許容できるか否かを決定
する全体的なプロセスのことです。

健康管理体制の充実

　メタボリックシンドロームの予防と改善を目的

として特定健診を初めて被扶養者に対し実施し、

362人が受診しました。また、本社地区と上福
岡事業場において特定保健指導を試験的に実施

し、26人が指導を受けました。

　社員の心の健康を保つために、「メンタルヘル

スサポートシステム」を実施しています。これは

フリーダイヤルの電話カウンセリングと全国のカ

ウンセリングルーム（53ヵ所）で面談カウンセ
リングが受けられるシステムです。

　また2008年度は新入社員にメンタル面でのセ
ルフケアの研修を、新任管理者には、部下のメン

タルヘルス向上のため管理者として注意すべき点

について研修を実施しました。

　9月の「防災の日」には、安否連絡方法の確認、
衛星電話の設置状況の確認を行いました。1月の
「震災の日」には、事業会社ごとに対策本部設置

訓練および情報伝達訓練、ならびに非常機材・物

資の確認を行いました。

大規模地震発生に備えて

　食品メーカーとしての供給責任を果たすべく、

2008年11月にグループ感染予防対策を策定して周
知に取り組んできました。2009年新型インフルエ
ンザ発生に際しては、フェーズ4の発表前日（4月
27日）に対策本部を設置しました。以降、状況に
応じて対策本部より通達を発信し、対策を実施し

てきました（p14参照）。

新型インフルエンザへの対応

█ 感染予防対策

　社員とその家族

にインフルエンザ

への対応を知って

もらうために、家

庭でできる新型イ

ンフルエンザ対策

を記したパンフレットとマスクやハンドソープを

詰めたインフルエンザ予防キットを配布しました。

█ インフルエンザ予防キットの配布

　従来、安全活動といえば危険予知活動

と作業手順を守らせることが主で、決め

られた事がきちんと実施されているかど

うかの議論に終始しがちでした。リスク

アセスメントが導入されてからは、ルー

ルどおりに作業を行っていても、作業中

にリスクになりえるかどうかの視点で改

善を行っています。いわば、安全の改善

活動です。改善活動はトヨタ生産方式に

代表されるように日本の

お家芸です。当社でもお

家芸らしく着実に改善成

果を上げたいと思います。

●  リスクアセスメント担当者の声 
日清製粉（株）　鶴見工場　岡田英俊

11
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　当社グループは主要穀物である小麦を扱う企業

として、特定非営利活動法人国連WFP協会の主
旨に賛同し、2005年9月、評議会に加入しました。

　当社グループは、よき企業市民としての責任を自覚

し、地域社会のみならず、広く社会に対して積極的に

貢献活動を行い、豊かな社会の実現に寄与します。

　社員は地域行事の参加などをはじめとして、地域社

会との交流を深め、友好・親睦を図るとともに、広く

社会貢献に努めます。

国連ＷＦＰ協会への支援

PLAN

・  広く社会に対して積極的な 
社会貢献活動

・ 社員と地域社会との交流

　食をつくる楽しさを多くの方に知っていただく

ために、フラワー手づくり教室Ⓡをはじめとした

多彩なプログラムを展開しています。

　当社グループ初の主催イベント「Konaフェス
タ2008」を2008年10月4,5日、東京都立川
市の国営昭和記念公園で開催しました。

　1981年から、小麦粉を通じて、子どもたちが
食に関する知識を身につけるプログラムを提供し

ています。

█ ＷＦＰ推進メンバーによる貢献活動

█ 世界食糧デー　一斉キャンペーンの実施

食をつくる楽しさを広める

社会と共生する企業で 
あり続けることを目指します

CHECK & ACTION

親子手づくり動物パン
サマースクール。夏休
み恒例の「親子手づく
り動物パンサマース
クール」は2008年度
で第28回を迎え、参
加者は延べ15,000人
に達しました。

当日は約11,000名が
来場。世界各国の小麦
粉料理の提供や石臼を
使った小麦挽き体験、
小麦粉粘土を使ったね
んど教室など小麦粉の
魅力や歴史を学べる
ブースを展示しました。

社会との
かかわり

社会性報告

【私たちの基本姿勢】私たちは健全な事業活動を通じて社会の発
展に貢献します。また、人権の尊重を基本とし、製品の安全性
追求や環境保全に努めるとともに、社会規範の遵守を徹底し信
頼性のある企業としての地位を確立します。更に、積極的に社
会貢献活動を進め、社会との調和を図っていきます。また、益々
グローバル化が進む中で、上記のような使命・役割を世界各国
の国情にあった形で果たし、国際社会との調和にも注力します。

█ 親子向け手づくり教室

█ Konaフェスタ2008

　当社グループでは社員から「WFP 推進メン
バー」を募り、募金をはじめとした自主的な活動

を企画・運営しています。

　世界食糧デーにちなみ、全社キャンペーンを

展開しています。「食のもったいない宣言」カー

ドへの署名や社員食堂で料金の一部を寄附する

「WFPメニュー」の提供など、各事業場で創意
工夫したプログラムを実施しました。

D O

・  国連WFP協会への支援
・  食をつくる楽しさを広める活動
・  学術支援
・  豊かな生活文化への貢献
・  環境美化活動

日清製粉グループ　社会・環境レポート  2 00937
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█ 児童向けウェブサイト　こなドベンチャー開設

█ 全国高校生料理コンクール

　現代の日本社会が抱えるさまざまな食の課題を

とらえ、伝統ある食文化の大切さを伝える活動を

支援しています。

　全国の高校生が考えた、身近な地域の食材を活

かした小麦粉料理を競う、全国高等学校家庭クラ

ブ連盟（FHJ）主催「全国高校生料理コンクール」
に単独協賛しています。

食の大切さを伝える

コンクールは2008年度で第39回
を迎えました。コンクール最優秀賞
作品「レンコン印！白黒どらやき」
（山口県立岩国高等学校 淺田まどか
さんの作品）。ウェブでは主な受賞
レシピをご覧いただけます。

　2007年度に開設した「こなニメーション（小
麦粉とアニメーションとの造語）」に引き続き、

小学校児童をメインターゲットに「コナモとひと

みお姉さんのわくわくこなドベンチャー」を開設

しました。

コナモとひとみお姉さん

のわくわくこなドベンチャー

http//www.nisshin.com/
entertainment/
konadventure/

W EB

須磨海岸
クリーン作戦

　日清製粉（株）東灘工場と大阪オフィス

は須磨海岸の清掃を行う「須磨海岸ク

リーン作戦」に参加しました。この活動

に対して、（株）日清製粉グループ本社が

マッチングギフトを行い、国連WFP協
会に寄付しました。

● 須磨海岸クリーン作戦

● 山陰・中海再生プロジェクトへの参加
　大山ハム（株）では、かつて自然豊かな

汽水湖だった中海（なかうみ）を再生す

るための「中海再生プロジェクト」の一

員として、社員とその家族で年3回の湖
岸清掃を行っています。

中海再生
プロジェクト

CD-ROMに世界の点字図書館
で合意したフォーマット（視覚
障害者用世界標準規格）によっ
て、音声情報を記録したもの。

（Digital Accesible
 Information System）

（財）すこやか食生活協会

http://www.sukoyakanet.or.jp/

W EB

　健康で豊かな生活づくりに貢献したいという思

いから、文化・芸術事業への協賛活動を行ってい

ます。

　（財）すこやか食生活協会が制作・発行するデイ

ジー図書「パスタのある食卓～もっとパスタに親

しむために～」の制作に協力しました。CDは全国
の点字図書館、盲人福祉協会、日本盲人社会福祉施

設協議会、盲学校など278施設に配付されました。

豊かな生活文化への貢献

█ 視覚障がい者向けのデイジー図書制作に協賛

● チャリティ・バザーの実施
　日清ファルマ（株）上田工場は地元・上

田西高校のサークル「D－プロジェクト」
が主催するイベント「緑のフェスティバ

ル」に出展しました。ブースではWFP
の食糧支援活動を紹介するとともに、バ

ザーの売上金を国連WFP協会に寄附し
ました。

各事業会社の取り組み

上田工場での
チャリティ募金

▼DAISY

社会とのかかわり 38
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　KSCは、「スウィーツの世界で活躍するチャレ
ンジドを生みだそう！」を合言葉に、社会福祉法

人プロップ・ステーションの呼びかけのもと、日

清製粉（株）、（株）日東商会（製菓・製パン原材料

卸）、一流パティシエ、行政など業界の垣根を越

えたメンバーがパートナーシップを組み、2008
年6月に洋菓子発祥の街と言われる神戸で発足し
ました。

　2009年6月、開催地を東京に移し、プロのパ
ティシエを目指す熱意あるチャレンジドを新た

に8名迎えて、半年間で計6回の講習を受講する
「KSC in  東京」がスタートしました。

　お菓子づくりには欠かせない小麦粉を扱う日清

製粉（株）は、原材料を提供する以外にも、講師に 
なってくださる一流パティシエや受講生が作業し

やすい環境を整える裏方として、会場や技術スタッ

フを提供しています。あらゆる食品に姿を変えて

いく原材料としての小麦粉が、チャレンジドと社

会をつなげる役割となることを目指しています。

　すでに「KSC Vol.1」を受講し終えた第一期
生のなかには、将来自分の喫茶店を持ちたいとい

う夢を抱きながら、ここで習得したお菓子をお客

様に提供しているチャレンジドもいます。今後も

日清製粉（株）は、KSCのパートナーシップの一
員として、本業を通じてパティシエの輩出を支援

していきます。

日本で初めての試みがスタート チャレンジドと社会を小麦粉でつなぐ

技と心をチャレンジドに伝える
「挑戦（challenge）する使命や才能を与えられた人」を語源とするチャレンジド（障がい者）。
このチャレンジドからプロのパティシエを輩出したいという想いから誕生した
神戸スウィーツ・コンソーシアム（KSC）。日清製粉（株）は、このプロジェクトの主旨に賛同し、
社会福祉法人・行政・メーカー・卸売業などさまざまな支援者とともに、KSCに協賛しています。

社会性報告 社会とのかかわり

1

2

3

1 7月に開催された2回目の講習では、ムースに挑戦しました。　2 サポートスタッフとして参加した社員もチャレンジドを陰で支えています。 
3 パティシエ 八木氏の教えのもと、熱心に実技に取り組むチャレンジドたち。

日清製粉グループ　社会・環境レポート  2 00939
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KSCは、社会福祉法人・行政・メーカーなどのパートナーシップで成り立っています

働きたいと願う
チャレンジドを勇気づけたい

自信を持ってお客様に
提供できるようになる！

KSCに参加したチャレンジドからのコメント

齊藤 健さん 森田 栄一さん
café ふれあい 店長 café ふれあい 勤務

「café ふれあい」（東京都豊島区）
で店長をしています。シフォンケー
キとチーズケーキを長年つくって
きましたが、客層も変わってきた
ので、お菓子のレパートリーを増
やしたいと思い応募しました。講
習で教わったマドレーヌはすでに
お客様から100人前注文が入りしゃかりきになって何回
も試作しています。より多くの人に食べてもらって、自分
たちの可能性を世の中に知ってもらうとともに一所懸命働
きたいと願う他のチャレンジドを勇気づけたいです。

齊藤さんと同じカフェで働いてい
ます。一流のパティシエが講師と
知り、すばらしくて、面白そうで、
本当にありがたいなと思い応募し
ました。受講して、いろんなパティ
シエの方が手取り足取り教えてく
れるので、本当に嬉しいです。マ

ドレーヌはまだ成功していないのですが、店長の齋藤さん
からも教えてもらって上手になりたいと思います。今後の
目標は、講習で教わったスウィーツを、自信を持ってお客
様に提供できるようになることです。

KSCの受講者の選考基準は、「熱意」です。応募の際には、
講習に参加する目的やお菓子づくりを通じた夢を書いてもら
います。なかには字がちゃんと書けないから、か
わいい絵を送ってこられる方もいます。小
麦粉がいろいろなものに加工される素材
であるように、チャレンジドも一人ひ
とりがすばらしい素材だと思うんで
す。その素材をどう光らせ、その
人が一番輝けるところで仕事をし
ていただけるようにするという意
味で、日清製粉さんという「企業」
と私たちが最初から一緒にKSC
を計画できたことの意義は大き
いと感じています。KSCが「あ
あそうか、こういう風に技術を身
につけ、世に打って出ればいいん
だ」というひとつの方向性を示し、
チャレンジドだけでなく福祉の世界全
体の意識をガラッと転換するようなプロ
ジェクトでもありたいですね。

福祉の世界の意識をガラッと転換したい

竹中ナミさん
社会福祉法人プロップ・ステーション
理事長

障がい者の自立支援施設の多くでは、お菓子づくりが行われ、
製粉会社にとってチャレンジドはいわばお得意様です。しか
し、これまで社会貢献という接点はあまりなかったため、最
初は不安もありました。原材料としての小麦粉は、非常に使
用用途が広く、いろいろな業種にまたがったお得意様がいる
ので、日清製粉は自然とKSCのハブのような役割を担うよ
うになりました。これから修了生が実際に販売するとなれば、
社会志向型商品としてのブランディング戦略も必要になり、
コンソーシアムの総合力が試されるでしょう。コンソーシア
ムを構成するパートナーがそれぞれ魅力的だと思うメリット
を享受できるようなソーシャルビジネスに育てることも私た
ちの挑戦のひとつだと考えています。

障がい者支援のソーシャルビジネスへの挑戦

田子敏也
日清製粉（株）営業本部 第一営業部 営業企画課 課長

田子さんが去年からKSCに協力して頑張っていること
は知っていたので、共感してお手伝いしています。私た
ちは、普段からお得意様向けにパンやお菓子づくりの講
習会や勉強会を開催していますので、いつもやっている
こととそんなに変わらないと感じました。一流パティシ
エのお菓子づくりの場に立ち会い、その傍らで材料の扱
い方など一流の技を私も覚えていきたいですね。実際に、
講習でお手伝いしたマドレーヌは、自分たちが焼いてい
るものより格段においしかった。受講生の皆さんの想い
に「一緒に動いて働きたい」と思う社員がいれば、ぜひ、
参加してもらいたい。

技術者として一流パティシエの技も学びたい

関 靖彦
日清製粉（株）研究開発本部 テクニカルセンター 所長

障がい者の自立支援施設でパティシエがお菓子づくりを
チャレンジドに教えることはよくあるのですが、KSC

は、従来のそういった取り組みとは根本的に違う、
今までに聞いたことのないようなプロジェク
トだったんです。ひとつの施設に教えに
いく場合、みんなそれぞれレベルが違
うので、みんなの能力を底上げする
ことは難しいんですね。KSCでは、
そういった点などをかなり補える
んじゃないかと思っています。回
を追うごとに脱皮していくかの
ように変わるチャレンジドの姿
を見ると本当にやってよかった
と思います。実技では食材にオー
ガニックやフェアトレードのもの
を使ったり、リサイクル材でつく
られた器も使っています。技術だけ
ではなく、食にかかわるさまざまな情

報を提供し、リテラシーを高めることも
KSCの役割のひとつです。

回を追うごとに成長する姿にやりがい

八木淳司さん
オーストリア国家公認製菓マイスター
モロゾフ（株）  テクニカルディレクター

社会とのかかわり 40
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環境報告

地球環境との
かかわり

【私たちの基本姿勢】企業活動によって生ずる環境への影響は
地球環境全体にも影響すること、地球環境保全は企業の存続と
活動の必須要件であることを認識し、「日清製粉グループ環境
基本方針」にもとづき、自主的・積極的に廃棄物やCO2を削減
するとともに、資源やエネルギーの有効活用を図る等の環境保
全活動を推進します。

●ISO14001と
環境監査による継続的改善 
── p43-44
●社員の環境マインドの
向上

●容器包装の3R推進 ── p51
●食品への環境ラベリング（環境性能表示）の検討
　カーボンフットプリント実験事業への参加 ── p52

製品開発、生産技術・設備技術の開発設計にあたり、原材
料調達・製造・販売・廃棄にいたるすべての段階において、
環境に十分配慮します。

研究開発

●社会・環境レポートによる環境情報提供
●環境展示会などにおけるエコライフの提案 ── p52

消費時にできるだけ環境負荷を生みださない製品と環境コミュニ
ケーションにより、消費者の皆様のエコライフを支援します。

消費（調理・廃棄）

日清製粉グループ　社会・環境レポート  2 00941
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製品のライフサイクルを通じて
私たちにできる地球環境への配慮
日本は、世界中から食料を買いもとめることで豊かなくらしを享受していますが、一方で大量の食品
ロスや容器包装廃棄物を生みだしています。地球温暖化や水質汚染など食料生産にかかわる問題が深
刻化し、地球環境問題はもはや私たちの食生活と切り離すことができなくなっています。

●地球温暖化防止 ── p47-48
●廃棄物の削減と資源循環
　食品循環資源の再生利用や
　排水負荷の低減 ── p49-50

生産工場からの環境負荷を低減
し、大気・水質・土壌汚染の予防に
取り組みます。

製造

●豊かで汚染されていない水辺づくり　
　生物生息空間の復元 ── p38

事業活動に欠かすことのできない食材
を生みだす地域環境を保全する活動に
積極的に参画し、地域の人々の安全で
豊かなくらしに貢献します。

原材料調達

●オフィスビルにおける環境負荷の低減
●輸送量の把握と省エネ法にもとづく
　定期報告
●未利用食品の削減と飼料化・肥料化の
　促進 ── p50

日清製粉グループ製品の流通において環
境への負荷を少なくするよう努めます。

輸送・販売

地球環境とのかかわり 42
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・ 行動指針

環境マネジメント
地球的規模での環境保全を図りながら、自由で活力ある企業活動を目指します。

D O

・ グループ環境マネジメントの推進
・ マネジメントマニュアルの運用
・ 環境監査の実施
・ 環境法令の遵守評価
・ 教育訓練とコミュニケーション
・ 緊急事態対応

・ データの収集と解析
・ マネジメントレビューの充実
・ 環境マインドの醸成

CHECK & ACTION

　地球環境保全は、人類の生存と発展のための社

会全体の課題であり、その社会の一員として事業

を営む企業にとって、最重要の経営課題です。

　日清製粉グループは「信を万事の本と為す」と

「時代への適合」を経営の基本理念とし、「健康で

豊かな生活づくりに貢献する」を使命として、当

社が地球社会の一員であることの認識を深く持

ち、地球的規模での環境保全を図りながら自由で

活力ある企業活動を目指します。

・ 理念

日清製粉グループ環境基本方針

●すべての段階において環境に十分配慮

●十分な情報公開

●環境関連法規制及び企業行動規範を遵守

●環境負荷の低減及び大気・水質・土壌汚染の予防

●地域の環境保全活動に積極的に参画

●海外事業においては現地の環境保全に十分配慮

●環境目標の設定と定期的見直しによる継続的改善

●環境保全に関する情報提供と教育

http://www.nisshin.com/csr/environment/W EB

企業人として、家庭人として、地球の一員として、
私たちにできることを「ひとつ」

　当社グループでは環境経営への具体的な考え方を
「日清製粉グループ環境基本方針」として1999年4月
に定めました。2007年度には地球環境の変化や国際
的な温暖化防止対策の展開等の社会的状況と照らしあ
わせ、環境経営の強化のため、その改定を行いました。

環境報告 地球環境とのかかわり

環境基本方針のもと、
グループ全体の目的・目標を
設定し、これにもとづき
事業会社およびその事業場で
「環境実施計画」を作成し、
取り組みを展開しています

PLAN

日清製粉グループ　社会・環境レポート  2 00943

http://www.nisshin.com/csr/environment/
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オフィス研究所工場

事業会社B 事業会社C事業会社A

　経営層の意思決定に迅速に対応するよう事業組

織にのっとってマネジメントシステムを構築して

います。

　環境マネジメントに関する最高意思決定機関は

「環境保全推進委員会」で、「環境担当取締役」が

委員長を務め、グループ全体の環境方針、重要な

活動施策などを審議・決定、マネジメントレビュー

の承認を行い、事業会社の「環境管理委員会」、

そして事業場の「環境保全委員会」を介してグルー

プ全体に浸透させています。また、「環境担当取

締役」は経営層に対して「グループ運営会議」で

実績を報告します。

　グループの環境保全活動における目的、目標の

共有化とレベルアップを推進するため、国内11
社を対象に生産工場だけではなく、営業部署など

オフィスを含めて、ISO14001一括認証を取得
しました（2008年9月）。

　2008年度は騒音について2件、粉塵1件、近
隣住民の方からご指摘がありました。いずれも原

因を究明し、必要な対策を実施中です。

　2008年度、環境法令違反はありませんでした
が、引き続き国内外の環境関連法規制および企業

行動規範を遵守していきます。

　当社グループ独自の厳しい基準にもとづき、グ

ループ本社環境管理室の専門監査員が環境監査を

実施し、環境法令遵守や目標の達成状況などを確

認し、経営トップに報告しています。

　同様に、グループ会社のNBC（株）も連結対象
2子会社を含む8事業場でグループ一括認証を取
得しました。

グループ環境マネジメントシステム

認定証の授与
▼日清製粉グループの環境マネジメントシステム

ISO14001のグループ一括認証

環境事故・トラブル

環境法令の遵守

環境監査

▼グループ全体のPDCAサイクル

▼グループ環境監査実績

▼日清製粉グループの一括認証対象範囲

（株）日清製粉グループ本社／日清製粉（株）／日清フーズ（株）
日清ペットフード（株）／日清ファルマ（株）／日清エンジニア
リング（株）／日清アソシエイツ（株）／日清サイロ（株）／阪神
サイロ（株）／マ・マーマカロニ（株）／大山ハム（株）の国内の
生産工場／サイロ／研究所／本社オフィスおよび地区オフィ
スの営業部などの各部署で連結対象9子会社を含む29事業場

経営者代行　グループ本社環境担当取締役

環境保全推進委員会

統括環境管理責任者
（環境管理室長担当）

各事業会社　環境管理委員会
（環境管理責任者、環境管理担当者）

各事業場　環境保全委員会
（環境保全統括者、環境保全担当者）

（事務局：環境管理室）
環境ISO分科会

経営者　グループ本社社長

実施事業
会社数

実施事業
場数

監査結果
改善命令 改善勧告

04年度 14 36 64 20
05年度 13 29 55 45
06年度 9 29 32 17
07年度 8 30 20 22
08年度 13 31 15 10

A P

C D

█ NBCグループの一括認証

（環境ISO分科会）
経営層

地球環境とのかかわり 44
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【対象範囲】グループ本
社と連結子会社合計39
社の41生産工場、14オ
フィス（詳しくはp3-4
をご覧ください）。

【総エネルギー投入量】
各種エネルギーの年間使用量×エネル
ギーの種類ごとの換算係数の合計量。
【総物質投入量】
総製品生産量と廃棄物発生量を足し合
わせて算定。
【製造にかかわるCO2排出量】
・排出係数は、環境省「自主参加型国
内排出量取引制度 第1期実施ルール
Ver.1（2005年2月）」および「同制
度 第4期実施ルールVer.1.0（2008
年2月）」にもとづき算定。
・海外事業所の電気使用に係る排出量
の算定は、JEMA（（社）日本電機工業
会）の係数を使用。
【製品輸送にかかわるCO2排出量】
省エネ法の特定荷主（日清製粉（株）、
日清フーズ（株）、オリエンタル酵母工

業（株））は、トンキロ・データより算定。
その他の事業会社・事業場は輸配送料
金法により、国立環境研究所「産業関
連表による環境負荷単位データ」にお
けるCO2排出原単位を用いて算定。
【廃棄物等総排出量】
・産業廃棄物量＋一般廃棄物量＋有価
物量で算定。
【化学物質量】
PRTR法で規定される物質量。
【総排水量】
工場および事業場から公共用水域に
排出されるすべての水。

2008年度のマテリアルバランス

日清製粉
グループ

2008年4月～2009年3月を対象期間とし、
「環境報告ガイドライン2007年版」にもとづき、
算定・開示しています。

総エネルギー投入量

化石燃料
電気

小麦、各種穀物、でんぷん、糖類、
農作物、水産物、各種調味料、香辛料

4,024TJ
936TJ

3,088TJ

5,054千t

総物質投入量

上水
工業用水
井戸水

24%

54%

23%

3,006千㎥
水資源投入量

PRTRデータ

環境報告 地球環境とのかかわり

化学
物質

04年度 05年度 06年度 07年度 08年度
対象物質

9
対象物質

11
対象物質

11
対象物質

6
対象物質

7

排出量 12.4 2.3 2.4 2.2 2.8
移動量 23.1 31.4 21.1 9.5 12.9
【対象範囲】化学物質の取り扱いのある日清ファル
マ（株）、オリエンタル酵母工業（株）、NBC（株）3社。

継続的にデータを集計し、それを環境の行動目標の基礎としています。

OUTPUTINPUT

実績と行動目標
環境に配慮した企業活動を推進するために情報を把握し、目標を定め実行しています。

█ データの対象期間と算定について

総製品生産量・販売量
4,993千t

〈製品の輸送〉CO2等排出量

144t
NOX

9t
SOX

94,313t
CO2

7,200t

〈お客様〉容器包装排出量

CO2等排出量

186千t
CO2

55t
NOX

30t
SOX

廃棄物等総排出量
54,072t

食品廃棄物 11,065t

（最終処分量 4,504t）

（再生利用等実施率  81.3%）

総排水量
BOD負荷量 97t

化学物質量
排出量

2.8t
取扱量

16.4t
移動量

12.9t

1,850千㎥

日清製粉グループ　社会・環境レポート  2 00945
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地球的規模での環境保全を

図りながら自由で活力ある

企業活動を目指します

中期環境目標
達成の度合い

もう
ひとがんばり

ややよい

たいへんよい

• 「社会・環境レポート」によ
り環境理念・ビジョン・目標・ 
実績を適切に開示・提供し
ます。

• 社内において環境マインド
の啓発とISO14001内部監
査要員を養成します。

• 社員による地域環境保全活
動への参加と協力を奨励し
ます。

環境
コミュニケーション

環境リスクの予防環境マネジメント
システム

• 2 0 0 8 年度までに I S O 
14001のグループ一括認証
取得を29サイトで達成しま
す。

• サプライチェーンを含めて
水質汚濁・不法投棄・悪臭等
の環境リスクの低減を図り
ます。

p43- 4 4 p43 - 45, 49- 50

p43 - 4 4, 52

• 2 010年度最終処分量を
1990年度比で98%削減し
ます。

• 食品リサイクル法による食
品循環資源の発生抑制およ
び再生利用を促進します。

• 「容器包装発生抑制計画」
の推進により容器包装重量
の削減に努めます。

• 冷蔵・冷凍機器に使用されて
いるフロン類を適正に管理
し、保有量を削減します。

ゼロエミッション 製品・サービス

• 環境配慮をした製品・サー
ビスの開発・提供に努めま
す。

• 2010年度のCO2排出総量
1990年度比8.6%減を達
成します。

• グループ内排出権取引制度
の運用を行います。

• 改正省エネ法による荷主の
義務への対応を図ります。

地球温暖化防止

p47- 48

p49- 50, 51

p51 - 52

地球環境とのかかわり 46
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地球温暖化防止
一人ひとりが自らの問題として地球温暖化防止に取り組みます。

環境報告 地球環境とのかかわり

・ 製品・サービスの
 ライフサイクルで配慮

・ 京都メカニズムの活用

・ すべての社員の参加と協力

・ 温室効果ガス排出総量の
 マネジメント

・ 行動計画の策定と
 着実な実施

PLAN

基本方針

　原材料調達・製造・包装・販売・物流・廃棄にい

たるすべての段階においてCO2排出を低減します。

█ 製品・サービスのライフサイクルで配慮

　温室効果ガスの削減は事業活動を通じて取り組

むことを第一としますが、京都メカニズム等と組

み合わせ、環境保全と企業活動の両立に努めます。

█ 京都メカニズムの活用

　一人ひとりが地球温暖化対策を自らの問題とし

て捉え、理解・共有し、それぞれの立場に応じた

役割を担います。

█ すべての社員の参加と協力

　対象範囲を国内・海外を含むグループ本社と連

結子会社合計39社とします。

█ 温室効果ガス排出総量のマネジメント

　グループ削減目標にもとづき、グループ各社は

年次目標と行動計画を策定します。今後は毎年こ

れらの評価・見直しを行います。

█ 行動計画の策定と着実な実施

　1990年を基準年度とし、グループ全体のCO2

排出総量を2010年度までに8.6%削減します。
これまで目標値として「排出原単位」を用いてい

ましたが、「排出総量」に改め、「京都議定書目標

達成計画」で設定された産業部門で削減が必要と

される数値を採用しました。（2005年7月）

目標

　物流部門では、2006年を基準年度として
2010年度までの4年間で原単位を毎年、前年度
比1%削減を目指します。（2007年1月）

█ CO2排出削減に配慮した輸送に向けて

　当社グループの事業にとって大地の恵みは欠く

ことのできないものです。当社グループはこの大

地の恵みに重大な影響を与える地球温暖化の防止

を重要な経営課題と捉え、京都議定書の趣旨に賛

同し、その目標達成に貢献することを約束します。

・ 京都メカニズムの活用

・ 身近な食品を通じた
 環境に配慮した
 ライフスタイルの提案

D O

2010年度の目標達成に
向けて、CO2排出削減
施策を進め、社会全体の
CO2削減に貢献します

CHECK & ACTION

日清製粉グループ　社会・環境レポート  2 00947
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京都クレジットの購入について

　予想を超える急激な生産拡大や電力事情の変化

があってもグループのCO2排出削減目標を達成す

るため、当社はインドネシアのタピオカでんぷん

工場のCDMプロジェクトから獲得される排出権
年間5,000トン分の売買契約を締結しています。

グループ内排出権取引制度の運用について

　（株）日清製粉グループ本社は経済産業省「カー

ボンフットプリント制度の実用化・普及推進研究

会」に参加し、「マ･マー スパゲティ 1.6mm〈日
清フーズ（株）〉」のCO2排出量を算出しました

（p52参照）。

カーボンフットプリント実験事業への参加

　当社グループ全体のCO2 排出量は185,811 
トンで1990年度比6.9％減少し、2008年度目
標（1990年度比3.2％減少）を達成しました（下
図参照）。

2008年度CO2排出削減実績

　日清製粉（株）東灘工場では太陽光発電

設備を導入し、自らエネルギーをつくりだ

す「創エネ」にも取り組んでいます。太陽

電池のパネル発電効率（70～ 80％）と
電力変換器の能力（10kW）を考慮して、
常に最大効率を得られるよう通常より多く

144枚のパネルを設置しています。

　2009年3月16日より錦町本社ビル
（千代田区神田錦町1-25）の屋上看板
をリニューアル。看板の光源には環境に

配慮した低消費電力が特長の白色 LED
（Light Emitting 
Diode）を採用し
ました。

※各社自主削減計画を策定し、継続的で着実な施策と活動を行っています。

160

164

168

172

176

180

184

188

192

196

200

204
（千t-CO2）

10
最終目標
（年度）

基
準
年

実
績

計
画

8.6％
削減

09
目標

08
実績

07
実績

06
実績

05
実績

04
実績

90
実績

原発の利用率低下による一時的影響分

4.0 4.3

4.1

200 201 199

193 193192
194 195 194

186

190

183

▼グループのCO2排出削減実績と目標（輸配送は除く）

東灘工場屋上の太陽
電池パネル

太陽光発電はエネル
ギー自給率の低い日
本にとって大事な国
産エネルギーのひと
つです

各事業会社の取り組み
● 太陽の恵みを活用

● 本社屋上広告看板に白色LED採用

　当社グループでは国内初となる社内排出権取引

制度を2008年4月から開始しました。2008年
度は排出権を獲得する事業会社グループが多数と

なり、グループ全体では排出権が7,500t-CO2

余剰となりました。余剰分はグループ本社の負担

としました。

白色 LED看板

地球環境とのかかわり 48
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1,310

42,600

10,440

41,300

7,610

42,800

2,990 2,030 1,410 1,320

42,200
47,700 46,500

廃棄物削減と資源循環
事業活動を通して発生する廃棄物・排水などの排出物の削減を図ります。

　2008年度の廃棄物等総排出量は、品質向上を
目的とした製造方法の変更に伴う排出物量の増加

により、47,700トンと2007年度を上回りまし
た。しかし、飼料化・堆肥化、サーマルリサイク

ル化など積極的な取り組みにより、最終処分量は

1,410トンと2007年度を下回り、さらに1990
年度比97.4%削減となり、目標の達成に近づき
ました。

　中食・総菜事業を行うイニシオフーズ（株）では、

食品リサイクル法の対応に注力し、植物性残さの

再利用等実施率を2006年度20％超から、2010
年度80％を目指します。

2008年度廃棄物削減実績

※最終処分量削減率＝
（1－当該年度最終処分量／1990年度最終処分量）×100（%）
※海外子会社、イニシオフーズ（株）は除く。

▼ 最終処分量削減実績と目標
■廃棄物等総排出量 ■最終処分量 最終処分量削減率

（t） （%）

（年度）

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

90

100

40,000

80

20,000

30,000 70

10,000

0

60

最
終
処
分
量
削
減
率

04
実績

05
実績

06
実績

07
実績

08
実績

09
目標

10最終
目標

環境報告 地球環境とのかかわり

　当社グループでは水利用により直接的に
生態系や地域社会に問題を引き起こすこと
はありませんでしたが、事業所からの排水
による水質汚染が生態系や地域の生活環境
に影響を及ぼすことから、2006年4月に
「排水管理に関するグループ方針」を策定
しました。

PLAN

・  2010年度の最終処分量を 
1990年度比で98%削減します。

廃棄物の削減

・  年1回、事業場での排水量、水質分析や 
生物相観察結果を各事業会社の本社と 
環境管理室に報告し、水の使用量を抑制し、 
排水負荷の低減に努めます。

水使用量と排水負荷の低減

D O

・ 食品循環資源の再生利用

・ 水使用量と排水負荷低減

廃棄物の最終処分量をゼロに
するだけではなく、排出される
廃棄物・排水・副産物等が、
地域社会の資源として活用され、
ゼロエミッションに
貢献することを目指します

CHECK & ACTION

80.7

94.5
96.2 97.4 97.6 98.0

85.9
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　日本はカロリーベースで食料の60%を外国か
ら輸入していますが、食品の売れ残りや食べ残し、

食品の製造過程において発生する「食べもの由来

のゴミ（食品廃棄物）」が年間約2,000万トン発
生し、大きな問題となっています。

　小麦粉を製造する際にふすま等の連産品が発生

します。これは、食品リサイクル法のなかの食品

廃棄物に該当していますが、当社では、食品循

環資源として配合飼料原料に使用しているため、

99％台の高いリサイクル率を占めています。こ
のため、その他の食品廃棄物のリサイクル率をわ

かりやすくするため、ここでは除いています。そ

の結果、食品廃棄物の再生利用等実施率は2007
年度77.0%から81.3%に向上しました。

　製造工場では、生産工程で必要な水を、上水道・

工業用水・井戸水などから用途にあわせて使用し

ています。2008年度のグループ生産工場（40
事業場）は生産活動などに伴う節水に取り組んだ

結果、水の総使用量は約3,006千㎥と2007年
度比79千㎥減少しました。
　一方、年間排水量は1,850千㎥と2007年度
比で2.3％削減になりました。
　また、排水負荷（BODなど）については、環
境基準を遵守し、さらに上乗せした自主基準を設

定し取り組んだ結果、2008年度のBOD負荷量
は97トンと2007年度比4.0%削減しました。

食品循環資源の再生利用 水使用と排水負荷について

▼ 食品循環資源のマテリアルフロー

2,048トン
9,017トン

食品系排出物  11,065トン

▼ 総排水量の推移
（千㎥）
2,500

2,000

1,500 04 05 06 07 （年度）08

2,402 2,410
2,356

1,850

総
排
水
量

▼ 再生利用等実施率の推移（対象会社9社）
（%）

90

80

70

60
05 06 07 （年度）08

65.8

76.5 77.0
81.3再

生
利
用
等
実
施
率

▼ 年間BOD負荷量の推移
（t）
160

140

120

100

80

60
04 05 06 07 08（年度）

106

141

101
負
荷
量

生産

各事業会社の取り組み

　日清フーズ（株）は、未利用食品資源利

用から製造したエコフィードにより付加

価値の高い豚肉の生産を目指す「九州食

品工場リサイクル事業協同組合」に動植

物性残さの処理を委託しています。同組

合は養豚農家にエコフィードを販売して

います。また、不要になった包装資材は

固形化燃料化していますが、焼却により

出る熱を飼料乾燥工程に活用するなど、

CO2排出削減にも配慮しています。

●  未利用食品のエコフィード活用 
（日清フーズ）

1,893

97

130

2,428,232トン
製品

10,417トン
工程排出物

648トン
不良商品

再資源化
（えさや堆肥等）

廃棄処理
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環
境
報
告

● 減容化

製品開発において、品質
に加えて3Rを考慮して、
当初予定していたポー
ションタイプからパック
包材に変更し、包材重量
を30%軽量化しました。

適量生活（日清ファルマ）

　当社グループでは各種家庭用製品をさまざまな

容器に入れてお届けしています。これらの容器は

消費された後に廃棄物になることから、当社グ

　企業における環境配慮事業活動の一層の促進を図っ

ていくには、生産現場での環境負荷や環境リスクの低

減のみならず、環境に配慮した製品・サービスの開発

や提供といった環境への対応がステークホルダーに

よって市場で高く評価され、利益の増大を含めた企業

価値の一層の向上につながるよう努めます。

3R（リデュース・リユース・リサイクル）への貢献

PLAN

D O

█ 容器包装の3R推進

ループはその社会的影響を強く認識し、容器包装

の環境配慮設計に取り組んでいます。家庭用商

品の開発やリニューアルの際には「容器包装環

境に配慮した包装資材の選定指針」にもとづき、

「セイフティレビュー」で評価･確認しています

（p19-20参照）。

 環境配慮型製品と
 環境コミュニケーションで
 消費者の皆様の
 エコライフを支援

CHECK & ACTION

▼容器包装排出量と再商品化委託料の推移（対象8社）

環境に配慮した製品・サービス
お客様にお届けした後も、できるだけ環境負荷を生みださない
製品の開発やサービスのご提供に努めています。

9,000

11,000

3,000

7,000

1,000

5,000

0

※再商品化委託料の対象となる容器包装排出量は、前々年度の実績です。
2009年1月申請分まで記載しています。2009年度再商品化委託料には、
拠出委託料を含めます。

排
出
量
（
t
）
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○ 再商品化委託料
■ 排出量

（年度）
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7,630
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7,5207,480 7,230 7,200

214

184
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● コンパクト化

2006年9月より、犬猫の全
レトルトパウチ製品包材の高
さを5㎜縮小し、重量を3%
削減しました。プラスチック
使用量を3ヵ年で約7トン削
減できる見通しです。

ラン・遊膳レトルトなど
（日清ペットフード）

3R改善事例

 製品としても魅力ある
 エコプロダクツの提供

・ 環境に配慮した容器包装
・ 地球温暖化防止への寄与
・ 製品・サービスを通じた
 エコライフスタイルの提案

日清製粉グループ　社会・環境レポート  2 00951
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　エコプロダクツ展は日本最大級の環境総合展

で、当社グループは2005年から連続で出展して
います。2008年は主催者企画「食から始めるエ
コライフ」で、当社グループの環境配慮への取り

組みを紹介し、エコライフスタイルを提案しました。

█ エコプロダクツ2008

　（株）日清製粉グループ本社は2008年度経済産
業省「カーボンフットプリント制度の実用化・普

及推進研究会」に参画し、「マ･マー スパゲティ 
1.6mm〈日清フーズ（株）〉」
のカーボンフットプリント

を算出し、試行品を2008
年12月開催の「エコプロ
ダクツ2008」に展示しま
した。

　環境月間にちなみ、代々木公園ケヤキ並木イベ

ント広場で開催されたエコライフ・フェアに、国

連WFP協会と（株）日清製粉グループ本社の共同
で出展し、「日本と世界の食が抱える課題」につ

いて紹介しました。

地球温暖化防止への寄与

█ カーボンフットプリント実験事業への参加
 「Naturart（ナチュラート）」では、化学肥料
や農薬に頼らず堆肥や生物などを利用して土づく

りを行い栽培した、選りすぐりの有機デュラムセ

モリナでつくったパスタを通して、「食べる」と「生

きる」を楽しむこだわりのライフスタイルを提案

しています。

█ オーガニック商品「ナチュラート」

█ エコライフ・フェア2008

カーボンフットプリント試行品

ピッツェリア・トラットリア　パルテノペ
総料理長　渡辺陽一さんは古くなって硬
くなったパンを使ったパンサラダ「パン
ツァネッラ」などを紹介

エコプロダクツ2008。食卓をイメージした当社ブース

　日清製粉（株）は、2008年8月、穀物食の価値
を見直し、食材を無駄なく活用しながら、楽しく

健康的な食卓づくりを提案する料理講習会に協賛

しました。講習会では「カチカチになったパンを

おいしい料理に変身させるコツ」や余ったパスタ

をお好み焼き風にする実技を披露しました。

製品・サービスを通じた
エコライフスタイルの提案

█ 小麦de eco クッキングスクール

クッキングレシピ　小麦de eco　クッキング
http : / /w w w.nisshin .com/enter ta in 
ment/eco_cooking/

W EB

カーボンフット
プリント暫定表示

エコライフ・フェア2008。国
連WFP協会への募金にご協力
いただいた方にハーブ苗をプレ
ゼント
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http://www.nisshin.com/entertainment/eco_cooking/


「社会・環境レポート2009」に対する第三者意見を
（株）創コンサルティング 海野みづえ氏よりいただきました。第三者意見

第三者意見を受けて
　海野様には改善のために多くのご意見を頂戴しました。深
く御礼申し上げます。今後も、CSR活動を充実させること
により、社員が誇りに思えるグループであり続け、長期的に
グループ価値を増大する企業を目指してまいりますので、ご
指導をお願いいたします。

（株）日清製粉グループ本社 取締役 技術本部長 丸尾俊雄

外のステークホルダーの関心事も経営に反映させ

てください。

　CSR活動は、リスク対応や社内での管理を中
心とした基本的CSRだけでなく、事業戦略に組
み込んでビジネスケースにしていく戦略的CSR
に発展しています。現在の報告書では戦略性の強

い事業活動と個々の詳細な取り組みが混在してお

り、そこの区分けがわかりにくくなっています。

　今後タイや中国などの新興国市場に力を入れる

には、単に製品を売るということではなく、その

地域の社会課題の解決につながる戦略的CSRの
発想が必要です。事業展開において持続可能なビ

ジネスモデルが求められているのです。

　世界の食品会社に目を向けると、食のサプライ・

チェーン全体で社会のサステナビリティにどう向

き合うかが問われています。食糧供給においては、

生産国での持続可能な農法や生物多様性への対応

に関心が高まっており、ステークホルダーから食

品会社に対して、原料調達において懸念が寄せら

れてきた課題です。製粉事業の場合、政府買い入

れによる調達ですが、将来の事業継続の点からも

考慮しておく必要があるテーマです。

　世界の食糧問題への貢献をという点も、食品会

社として注目される課題です。現在継続している

WFPへの寄付に、もう一歩踏み込んだ動きがつ
くれればと思います。業種を超えた連携や他機関

とのコラボレーションなど、新しいタイプのつな

がりが今後は必要ではないでしょうか。

 う ん の

海野みづえ氏
株式会社創コンサルティング代表取締役
http://www.sotech.co.jp
経営コンサルティング会社勤務ののち、
1996年に（株）創コンサルティングを設立。
グローバル経営に視点を置き、独自の分析
眼で環境・CSR分野での企業活動の実務を
サポートしている。東京大学大学院非常勤
講師ほか政府の委員会の委員なども務める。

　日清製粉グループでは、安心・安全な食品の提

供を軸に「食」を通じたさまざまなCSRの取り
組みをされています。今後ともさらに価値を高め

ていけるCSRに取り組むよう、期待いたします。

・ 社内の推進体制 
　社会委員会はCSRを推進する機能であり、経
営トップが直接運営する委員会として平成16年
から組織されています。グループ本社の社会委員

会の促進のもとに各事業会社が実践展開し、グ

ループトップに報告する体制が回っています。コ

メントとしては、この体制が外部からは見えにく

いという感触であり、「説明できる」CSRの仕組
みを心がけることも必要と考えます。

・ 主要課題の選定と報告
　昨年より自社にとっての重要課題を特定してい

ますが、現在提示しているものは個別課題を包括

するやや大きな分野であり、報告が整理しきれず

網羅的になってしまっています。またPDCAに
そった活動をしているものの、報告ではシステム

の運用状況にとどまる箇所が多くみられます。今

後の展開にあたっては、さらに絞り込んだ課題を

特定してそれぞれで中期での行動目標や主要指標

をつくり、パフォーマンスの成果を継続的に報告

することが求められます。

・ ステークホルダーの関心事を経営に
　今回ステークホルダーとの座談会を開催し、直

接会社側との意見交換をされました。個別にアド

バイスをもらうだけでなく、経営がステークホル

ダーと直接向き合って社外の動きに敏感になるこ

とが重要です。これからも対話を深め、お客様以

CSR展開にあたっての社内の方策

基本的CSRから事業活動に組み込んだ
戦略的CSRへ

サプライ・チェーンまで含めた
グローバル視点で

日清製粉グループ　社会・環境レポート  2 00953
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GRIガイドライン内容索引

項目 指標 記載
ページ

1　戦略および分析

1.1 持続可能性の適合性と、その戦略に関する組織
の最高意思決定者の声明 p5-6

1.2 主要な影響、リスクおよび機会の説明 p13-14

2　組織のプロフィール

2.1 組織の名称 p3-4

2.2 主要なブランド・製品・サービス p3-4

2.3 主要部署、事業会社、子会社などの組織の経営
構造 p3-4

2.4 本社の所在地 p3-4

2.5 事業展開している国の数および大規模な事業展
開を行っている国名 p3-4

2.6 所有形態の性質および法的形式 p3-4

2.7 参入市場 p3-4

2.8 報告組織の規模（従業員数、純売上高等） p3-4

2.9 規模、構造または所有形態に関して報告期間中
に生じた大幅な変更 p1

3　報告要素

報告書のプロフィール

3.1 提供する情報の報告期間 p1

3.2 前回の報告書発行日 p1

3.3 報告サイクル p1

3.4 報告書またはその内容に
関する質問の窓口 p1

報告書のスコープおよびバウンダリー

3.5 報告書の内容を確定するためのプロセス
p1

p7-8
p17-18

3.6 報告書のバウンダリー p1

3.7 報告書のスコープまたはバウンダリーに関する
具体的な制限事項 p1

3.9 報告書内の指標等を編集するための前提条件、
データ測定技法および計算の基盤 p45

GRI内容索引

3.12 報告書内の標準開示の所在場所を示す表 p54

４　ガバナンス、コミットメントおよび参画

ガバナンス

4.1 ガバナンスの構造 p13

4.3 最高統治機関における社外メンバーおよび非執
行メンバーの人数 p13

4.4 株主および従業員が最高統治機関に対して提案
または指示を提供するためのメカニズム p13

4.6 最高統治機関が利害相反問題の回避を確保する
ために実施されているプロセス p14

4.8

経済的、環境的、社会的パフォーマンスに関し
て、組織内で開発したミッション（使命）および
バリュー（価値）についての声明、行動規範およ
び原則

p6
p15
p43

4.9

経済的、環境的、社会的パフォーマンスを特定し、
マネジメントしていることを最高統治機関が監督
するためのプロセス（国際的に合意された基準、
行動規範および原則への支持または遵守を含む）

p15-18
p43-44

4.10 最高統治機関のパフォーマンスを経済的、環境的、
社会的観点から評価するためのプロセス p43-44

外部のイニシアティヴへのコミットメント

4.11 予防的アプローチまたは原則への取り組みおよ
び方法

p13-18
p43-52

4.13 団体および国内外の提言機関における会員資格 p37

ステークホルダー参画

4.14 組織に参画したステークホルダー・グループの
リスト p17-18

4.16 ステークホルダー参画へのアプローチ p17-18

4.17
ステークホルダー参画を通じて浮かび上がった
主要なテーマおよび懸案事項と、それらに対す
る組織の対応

p17-18

5　マネジメント・アプローチおよびパフォーマンス指標

経済

側面：市場での存在感

EC6 主要事業拠点での地元のサプライヤー（供給者）
についての方針、業務慣行および支出の割合 p27-28

EC7 現地採用の手順、主要事業拠点で現地のコミュ
ニティから上級管理職となった従業員の割合 p34

側面：間接的な経済的影響

EC8 主に公共の利益のために提供されるインフラ投
資およびサービスの展開図と影響 p37-40

環境　

マネジメント・アプローチ p43-44

側面：原材料

EN1 使用原材料の重量または量 p45

EN2 リサイクル由来の使用原材料の割合 p50

側面：エネルギー

EN3 一次エネルギー源ごとの直接的エネルギー消費
量 p45

EN4 一次エネルギー源ごとの間接的エネルギー消費
量 p45

EN5 省エネルギーおよび効率改善によって節約され
たエネルギー量 p47-48

EN6
エネルギー効率の高いあるいは再生可能エネル
ギーにもとづく製品およびサービスを提供する
ための率先取り組み、および削減量

p47-48

EN7 間接的エネルギー消費量削減のための率先取り
組みと達成された削減量 p47-48

側面：水

EN8 水源からの総取水量 p45

側面：排出物、廃水および廃棄物

EN16 重量で表記する直接および間接的な温室効果ガス
の総排出量 p47-48

EN18 温室効果ガス排出量削減のための率先取り組み
と達成された削減量 p47-48

EN20 種類別および重量で表記するNOx、SOxおよび
その他の著しい影響を及ぼす排気物質 p45

EN21 水質および放出先ごとの総排水量 p45

EN22 種類および廃棄方法ごとの
廃棄物の総重量

p45
p49-50

p51

側面：製品およびサービス

EN26 製品およびサービスの環境影響を緩和する率先取
り組みと影響削減の程度 p51-52

EN27 カテゴリー別の再生利用される販売製品および
その梱包材の割合 p51

側面：輸送

EN29
組織の業務に使用される製品、その他物品、原
材料の輸送および従業員の移動からもたらされ
る著しい環境影響

p45-48

労働慣行とディーセント・ワーク（公正な労働条件）

マネジメント・アプローチ p31-36

側面：雇用

LA1 雇用の種類、雇用契約および地域別の総労働力 p3

LA3 正社員に提供される福利 p33-34

側面：労働安全衛生

LA7 地域別の、傷害、業務上疾病、損失日数、欠勤
の割合および業務上の総死亡者数 p36

LA8

深刻な疾病に関して、労働者、その家族または
コミュニティのメンバーを支援するための教育、
研修、カウンセリング、予防および危機管理プ
ログラム

p35-36

側面：研修および教育

LA11
従業員の継続的な雇用適性を支え、キャリアの
終了計画を支援する技能管理および生涯学習の
ためのプログラム

p31-32

側面：多様性と機会均等

LA13 性別、年齢等の多様性の指標に従った、経営管
理職の構成およびカテゴリー別の従業員の内訳

p3
p33-34

人権

マネジメント・アプローチ p33-34

側面：投資および調達の慣行

HR3
研修を受けた従業員の割合を含め、業務に関連
する人権的側面に関わる方針および手順に関す
る従業員研修の総時間

p33

側面：児童労働

HR6 児童労働の防止に貢献するための対策 p34

側面：強制労働

HR7 強制労働の防止に貢献するための対策 p34

社会

側面：不正行為

SO3 不正行為対策の方針および手順に関する研修を
受けた従業員の割合 p15-18

側面：公共政策

SO5 公共政策の位置づけおよび公共政策立案への参
加およびロビー活動

p5
p28

製品責任

マネジメント・アプローチ p19-20
p23-24

側面：顧客の安全衛生

PR1

製品およびサービスの安全衛生の影響について、
改善のために評価が行われているライフサイク
ルのステージ、ならびにそのような手順の対象
となる主要な製品およびサービスのカテゴリー
の割合

p19-20
p23-24
p27-28

PR2
製品およびサービスの安全衛生の影響に関する
規制および自主規範に対する違反の件数を結果
別に記載

p19-20

側面：製品およびサービスのラベリング

PR3
各種手順により必要とされている製品および
サービス情報の種類と、情報要件の対象となる
主要な製品およびサービスの割合

p19-20
p23-24

PR5 顧客満足度を測る調査結果を含む、顧客満足に
関する実務慣行 p23-24

側面：マーケティング・コミュニケーション

PR6
マーケティング・コミュニケーションに関する
法律、基準および自主規範の遵守のためのプロ
グラム

p19-20

（注）該当箇所のみの抜粋となります。
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出さない水なし印刷方
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石油系溶剤を植物油系
成分に置き換えた印刷
インキを使用しています。
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